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京
都
祇
園
祭
、
飛
騨
高
山
祭
と
並
び
日

本
三
大
曳
山
祭
と
称
さ
れ
る
秩
父
夜
祭
が

毎
年
12
月
２
日
と
３
日
に
秩
父
神
社
の
例

大
祭
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
３
日
の
大
祭
で
は
、
金
糸
銀
糸
に
彩
ら
れ
た
４
基
の
屋

台
と
２
基
の
笠か

さ

鉾ぼ
こ

が
、
団
子
坂
の
急
坂
を
引
き
上
げ
ら
れ
、
御

旅
所
に
到
着
す
る
様
は
、
勇
壮
と
言
う
以
外
の
表
現
が
思
い
浮

か
び
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
屋
台
が
御
旅
所
に
到
着
す
る
頃
か
ら
花
火
大
会
が

始
ま
り
ま
す
が
、
厳
冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
競
技
花
火
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
数
千
発
の
花
火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
屋
台
や
笠
鉾
は
昭
和
37
年
に
国
指
定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
、
そ
し
て
昭
和
54
年
に
は
、
屋
台
に
引
き
回
し

や
屋
台
囃
子
、
屋
台
芝
居
が
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
」

と
し
て
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
袋
か
ら
１
時
間
20
分
ほ
ど
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
規
制
も
落
ち
着
い
た
昨
今
、
是
非
こ
の
記

事
を
読
ん
だ
こ
と
を
機
会
に
、
私
の
故
郷
自
慢
の
秩
父
夜
祭
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

祭
り
の
中
、
神
事
で
「
諏
訪
渡
り
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
？
？
は
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。�

（
小
島
紀
子
）
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月　

日

会　
　
　

議　
　
　

名

内　
　
　
　
　
　
　
　

容

9
月
5
日

事
業
部
会

当
面
の
諸
問
題

9
月
7
日

会
員
税
務
相
談
日

税
務
相
談

9
月
9
日

第
2
回
会
員
研
修
会

本
号
4
ペ
ー
ジ
参
照

9
月
12
日

業
務
支
援
員
会

当
面
の
諸
問
題

9
月
13
日

第
41
回
在
り
方
検
討
委
員
会

当
面
の
諸
問
題

9
月
13
日

第
5
回
常
務
理
事
会

﹇
承
認
事
項
﹈ 

①
入
退
会
承
認
の
件

② 

東
京
国
税
局「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」へ
の
講

師
派
遣
の
件

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
利
用
に
つ
い
て

④ 

理
事
・
委
員
会
務
分
担
表
の
追
加
委
員
候
補
に

つ
い
て

⑤
相
談
専
門
員
の
交
代
に
つ
い
て

﹇
協
議
事
項
﹈
①
「
東
西
交
流
の
会
」
に
つ
い
て

②
業
務
（
新
規
登
録
者
）
研
修
会
に
つ
い
て

③
第
2
回
理
事
、
支
部
長
合
同
会
議
他
に
つ
い
て

④
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

﹇
報
告
事
項
﹈
①
東
京
国
税
局
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

② 

第
2
回
研
修
会
報
告
及
び
第
４
回
研
修
会
案
内

状
に
つ
い
て

9
月
21
日

東
京
国
税
局
と
の
意
見
交
換
会

当
面
の
諸
問
題

10
月
3
日

厚
生
部
会

「
桜
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
運
営
に
つ
い
て　

他

10
月
4
日

相
談
部
会

当
面
の
諸
問
題

10
月
4
日

税
制
等
調
査
委
員
会

当
面
の
諸
問
題

10
月
5
日

会
員
税
務
相
談
日

税
務
相
談

10
月
6
日

第
6
回
常
務
理
事
会

﹇
承
認
事
項
﹈
①
入
退
会
承
認
の
件

﹇
協
議
事
項
﹈
①
業
務
（
新
規
登
録
者
）
研
修
会
に
つ
い
て

②
第
2
回
理
事
、
支
部
長
合
同
会
議
他
に
つ
い
て

③
共
済
制
度
推
進
会
議
に
つ
い
て

﹇
報
告
事
項
﹈
①
一
般
会
計
収
支
報
告
（
7
月
〜
9
月
）

②
慶
弔
会
計
収
支
報
告
（
7
月
〜
9
月
）

③
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い
て

④
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

⑤
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

10
月
6
日

第
2
回
理
事
、
支
部
長
合
同
会
議

本
号
5
ペ
ー
ジ
参
照

10
月
6
日

共
済
制
度
推
進
会
議

本
号
7
ペ
ー
ジ
参
照

10
月
6
日

業
務
（
新
規
登
録
者
）
研
修
会

本
号
9
ペ
ー
ジ
参
照

10
月
7
日

第
4
回
広
報
部
会
・
校
正

①
「
桜
友
」
令
和
5
年
新
年
号
の
編
集
企
画
に
つ
い
て

②
「
桜
友
」
10
・
11
月
号
の
校
正

10
月
11
日

第
3
回
会
員
研
修
会

本
号
11
ペ
ー
ジ
参
照

10
月
13
日

第
83
回
業
務
支
援
委
員
会

当
面
の
諸
問
題

10
月
14
日

第
42
回
在
り
方
検
討
委
員
会

当
面
の
諸
問
題

10
月
21
日

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

当
面
の
諸
問
題

10
月
25
日

神
奈
川
県
支
部
ゴ
ル
フ
大
会

磯
子
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

〈
会　

務　

報　

告
〉（
令
和
4
年
9
月
1
日
〜
10
月
31
日
）

　　瑞 宝 双 光 章
　　　新　井　 政　明（日 本 橋）  10 月１日発令

　　　池　田　 俊　一（新　　宿）  10 月１日発令

　　　西　村　 　　惠（特別会員）  10 月１日発令

◎ 上記の会員は、「税務行政事務功労」で高齢者叙勲を受章されました。

　令和４年高齢者叙勲受章者�  （桜友会会員）（敬称略）
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政
府
は
本
年
６
月
７
日
に
、�

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
２
に
つ
い
て
」
を
公

表
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方

針
」
の
２
０
２
２
年
版
で
、
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
は
「
新
し
い
資
本
主
義

へ　

～
課
題
解
決
を
成
長
の
エ
ン

ジ
ン
に
変
え
、
持
続
可
能
な
経
済

を
実
現
～
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
我
が
国
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
と
し
て
、
世
界
に

お
い
て
は
、「
世
界
を
一
変
さ
せ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変

更
と
い
う
国
際
的
秩
序
の
根
幹
を

揺
る
が
す
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
権
威
主
義
的
国
家
に
よ
る

民
主
主
義
・
自
由
主
義
へ
の
挑
戦
、

一
刻
の
猶
予
も
許
さ
な
い
気
候
変

動
問
題
な
ど
我
が
国
を
取
り
巻
く

環
境
に
地
殻
変
動
と
も
い
う
べ
き

構
造
変
化
が
生
じ
て
い
る
。」
と

捉
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
国
内
に
お
い
て
は
、

「
回
復
の
足
取
り
が
依
然
脆
弱
な

中
で
の
輸
入
資
源
価
格
高
騰
に
よ

る
海
外
へ
の
所
得
流
出
、
コ
ロ
ナ

禍
で
更
に
進
む
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
、
潜
在
成
長
率
の
停
滞
、

災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
な
ど
、

内
外
の
難
局
が
同
時
に
、そ
し
て
、

複
合
的
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
難
局
は
、
誰
一
人

と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
国
民
は

い
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
個
人
の
力
で
は
何

と
も
な
し
が
た
い
。

　

こ
の
点
、
骨
太
の
方
針
で
は
、

こ
の
難
局
を
単
に
乗
り
越
え
る
だ

け
で
な
く
、
こ
う
し
た
社
会
的
解

決
に
向
け
た
取
組
そ
れ
自
体
を
付

加
価
値
創
造
の
源
泉
と
し
、
こ
れ

を
成
長
戦
略
と
位
置
付
け
た
上

で
、「
官
民
が
協
働
し
て
重
点
的

な
投
資
と
規
制
・
制
度
改
革
を
中

長
期
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決
と
経
済

成
長
を
同
時
に
実
現
し
な
が
ら
、

経
済
社
会
の
構
造
を
変
化
に
対
し

て
よ
り
強
靭
で
持
続
可
能
な
も
の

に
変
革
す
る「
新
し
い
資
本
主
義
」

を
起
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。」
と

し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
我
が

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
方
40
年
の

間
に
、
経
営
・
経
済
の
効
率
化
と

称
し
て
、
国
内
の
製
造
拠
点
・
サ

プ
ラ
イ
チ
エ
ー
ン
を
海
外
に
シ
フ

ト
し
、
経
済
の
空
洞
化
を
も
た
ら

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
食
糧
の
自
給
率
も
低
下

し
て
き
た
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用

者
も
増
大
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
マ
ク
ロ

の
観
点
で
は
、
我
が
国
の
企
業
が

経
済
構
造
を
変
化
さ
せ
て
き
た
結

果
と
し
て
、今
日
の
経
済
の
現
状
・

経
済
構
造
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
経
済
の
み
な
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

医
科
学
的
な
対
応
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
理
化
学
の
分
野
で
も
我
が

国
の
力
は
相
当
見
劣
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
難
局
に
対
す
る
取

組
と
し
て
、「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
実
現
に
向
け
た
重
点
投
資
分
野

へ
の
官
民
連
携
投
資
、
民
間
の
力

の
活
用
と
い
っ
た
施
策
を
通
じ

て
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

を
早
期
に
講
ず
る
こ
と
し
て
い

る
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
施
策
と
し

て
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

が
、
官
民
が
協
働
し
て
重
点
的
な

投
資
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
国

が
選
別
し
た
事
業
等
に
投
資
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
準
国

営
企
業
を
設
置
・
運
営
す
る
の
と

同
じ
で
あ
る
。
明
治
国
家
は
「
富

国
強
兵
・
殖
産
興
業
」
を
目
指
し
、

殖
産
興
業
と
し
て
積
極
的
に
国
営

企
業
を
興
し
、
そ
し
て
、
払
い
下

げ
を
行
っ
た
。今
日
に
お
い
て
は
、

「
強
兵
」は
と
も
か
く
と
し
て
、「
課

題
解
決
と
経
済
成
長
」
及
び
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
営
企
業
を
創
る

の
と
同
様
の
選
択
と
意
気
込
み
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
今
日

に
お
け
る「
国
営
企
業
の
す
す
め
」

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
財
政
面
で
は
、
中

長
期
の
経
済
財
政
運
営
と
し
て
、

「
持
続
的
な
経
済
成
長
に
向
け
て
、

官
民
連
携
に
よ
る
計
画
的
な
重
点

投
資
を
推
進
す
る
。」
と
し
、「
危

機
に
対
す
る
必
要
な
財
政
支
出
は

躊
躇
な
く
行
い
、
万
全
を
期
す
。

経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
あ
り
、
順

番
を
間
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
経

済
を
し
っ
か
り
立
て
直
す
。
そ
し

て
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組

む
。」
と
宣
明
し
て
い
る
。

　

財
務
省
が
８
月
10
日
に
公
表
し

た
国
の
借
金
は
、
本
年
６
月
末
時

点
で
、
１
，
２
５
５
兆
１
，
９
３�

２
億
円
、国
民
一
人
当
た
り
約
１
，

０
０
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

骨
太
の
方
針
２
０
２
１
に
お
い

て
、
２
０
２
５
年
度
に
国
・
地
方

を
合
わ
せ
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
）
を
黒

字
化
す
る
と
い
う
財
政
健
全
化
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
骨

太
の
方
針
２
０
２
２
に
お
い
て
、

経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
あ
り
、
順

番
を
間
違
え
て
は
な
ら
ず
、
経
済

の
振
興
を
優
先
す
る
と
い
う
宣
言

か
ら
す
る
と
、
経
済
の
立
て
直
し

と
財
政
健
全
化
は
両
立
せ
ず
、

２
０
２
５
年
度
の
財
政
健
全
化
目

標
の
達
成
は
覚
束
な
い
。
昨
今
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
不
要
論

も
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
財
務
省

の
苦
衷
は
当
分
解
消
し
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

加
え
て
、
今
日
、
最
近
の
過
激

な
円
安
、
電
気
ガ
ス
料
金
を
は
じ

め
と
し
た
相
当
な
品
目
数
に
及
ぶ

値
上
げ
、
物
価
高
に
よ
る
実
質
賃

金
の
低
下
と
い
っ
た
国
民
生
活
に

直
結
す
る
新
た
な
難
局
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
難
局
は
、
生
身
の
人

間
の
生
活
に
直
結
す
る
難
局
で
あ

る
こ
と
か
ら
、消
費
税
率
の
軽
減
、

所
得
税
の
減
税
を
す
べ
き
と
い
う

声
が
聞
か
れ
る
。
し
か
し
、
い
っ

た
ん
下
げ
た
税
率
や
減
税
を
復
元

す
る
こ
と
に
は
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
要
し
、
復
元
不
能
に
陥
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る

と
、
歳
出
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
が
、

年
の
瀬
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
歳
出
面
の
施
策
を
講
ず
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
。

侏
儒
の
言
葉

―
骨
太
の
方
針
２
０
２
２・難
局
への
対
応
―

田
中
　
豊
（
論
説
委
員
）
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あ
っ
た
。

　

ま
た
、
谷
田
雄
司
審
理
官
か
ら

は
、
申
告
期
限
前
の
「
具
体
的
な

取
引
等
に
係
る
税
務
上
の
取
扱

い
」
に
関
し
て
文
書
に
よ
る
回
答

を
求
め
る
手
続
で
あ
る
文
書
回
答

制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用
に
当

た
っ
て
の
留
意
事
項
及
び
疑
問
点

に
対
す
る
解
説
並
び
に
更
な
る
積

極
的
な
利
用
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。�

（
松
崎
啓
介　

記
）

　

去
る
９
月
９
日
（
金
）、
桜
友

会
研
修
部
主
催
の
令
和
４
年
度
第

２
回
研
修
会
を
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

（
中
央
会
館
）
大
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。
研
修
は
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
00
分
ま
で
行
っ
た
。
参

加
者
は
２
７
３
名
で
あ
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
税
制
改
正
の
概
要

と
留
意
点
に
関
し
、
午
前
中
、
課

税
第
一
部
審
理
課
・
森
川
明
彦
主

査
か
ら
所
得
税
、
根
本
真
行
主
査

か
ら
資
産
税
、
午
後
に
は
、
玉
井

敏
和
主
査
か
ら
法
人
税
、
上
坂
貴

世
主
査
か
ら
消
費
税
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
分

か
り
易
い
説
明
が
あ
っ
た
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
登
録
制
度
に
関
す

る
経
過
措
置
が
令
和
11
年
9
月
ま

で
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
加
え
、
経
過
措
置
を
適
用
し
て

登
録
を
受
け
た
者
が
登
録
取
消
手

続
を
行
っ
た
場
合
に
は
2
年
縛
り

の
対
象
と
な
り
、
免
税
事
業
者
に

戻
る
に
は
一
定
の
期
間
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
等
の
登
録
に
当
た
っ

て
の
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
務
部
企
画
課
の
森
脇
浩
主
任

税
務
分
析
専
門
官
か
ら
は
ｅ
－
Ｔ

ａ
ｘ
利
用
推
進
に
つ
い
て
説
明
が

令
和
４
年
度

　

第
２
回
会
員
研
修
会
の
報
告�

（
研
修
部
）

森川明彦主査

根本真行主査

玉井敏和主査

上坂貴世主査谷田雄司審理官

森脇浩主任税務分析専門官

相談部専門委員の交代について
佐藤明弘委員が 9月 30 日付で退任されました。長い間のご担当ありがとうございました。
後任として、森田修会員が就任されたことをお知らせいたします。

担当税目 氏　名 電　話 FAX 支 部
間接税・消費税等 森 田　　修 03-6823-7138 03-3666-3302 日本橋
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令
和
４
年
10
月
６
日
（
木
）
午

後
、
支
部
長
（
顧
問
・
相
談
役
、

監
事
）
合
同
会
議
が
神
田
の
学
士

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
併
せ
て
「
共
済
制
度

合
同
推
進
会
議
」
の
ほ
か
、
別
室

で
は
「
新
入
会
員
業
務
研
修
会
」

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
第
28
回
フ
ォ
ト
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
展
」
に
お
い
て
は
、
今

年
度
の
応
募
作
品
25
点
が
展
示
さ

れ
、
会
議
の
参
加
者
及
び
新
入
会

員
に
対
し
呼
び
か
け
を
行
い
、
投

票
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
原
一
夫
会
長
か

ら
次
の
と
お
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

―　
♢　

―

　

本
日
は
ご
多
忙
の
中
、
ま
た
寒

い
と
こ
ろ
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
支
部
長
合
同
会
議
と
並

行
し
て
別
室
に
お
い
て
新
入
会
員

の
業
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
し
て
、
研
修
終
了
後
に
は
３

年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
会
議
に
入
る
前
に
私
か

ら
２
点
ほ
ど
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

１
点
目
で
す
が
、
９
月
21
日
に

東
京
国
税
局
に
お
き
ま
し
て
、
例

年
は
12
月
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
東
京
国
税
局
幹
部
（
局
長
及
び

部
長
ク
ラ
ス
）
並
び
に
税
理
士
桜

友
会
の
幹
部（
会
長
及
び
副
会
長
）

に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
広
報
誌
「
桜

友
」
の
局
Ｌ
Ａ
Ｎ
内
の
掲
載
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
要
望
が
叶

う
な
ど
大
変
有
意
義
な
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

税
理
士
桜
友
会
と
現
職
と
の
会
合

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
最
中
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
ぐ
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
感
触
を
得

て
お
り
ま
す
。

　

１
時
間
弱
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
内
で
し
た
が
、
活
発
な
意
見
交

換
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
お

い
て
、
国
税
局
側
か
ら
は
以
前
の

よ
う
に
組
織
内
で
の
意
思
疎
通
が

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
、
職
員
同
士
に
お
け
る

仕
事
以
外
で
の
付
き
合
い
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
起
因
と
な

る
よ
う
な
問
題
も
起
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
税
理
士
桜
友
会
に
身
を

置
く
諸
先
輩
方
か
ら
の
知
恵
を
拝

借
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気

も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
支
部
長
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、
署
幹
部
と
の
接

点
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
収
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
支
部
総
会

な
ど
の
支
部
行
事
の
都
度
、
署
幹

部
に
出
席
を
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
会
員
増

員
の
た
め
に
も
、
現
職
の
皆
様
に

対
し
て
、
税
理
士
桜
友
会
と
い
う

名
で
は
あ
り
ま
す
が
、
退
職
者
で

あ
れ
ば
税
理
士
を
選
ば
な
い
方
で

も
入
会
可
能
な
Ｏ
Ｂ
組
織
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
広
報
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
今
年
度
は
２
年
に

１
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
税
理
士
桜
友
会
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
皆
様
の
お
知

恵
を
拝
借
し
た
く
、
ま
た
活
発
な

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
の

年
は
東
京
税
理
士
会
の
役
員
改
選

の
年
に
も
当
た
り
ま
す
。
税
理
士

桜
友
会
か
ら
は
、
東
京
税
理
士
会

副
会
長
の
堀
子
友
廣
会
員
に
代
わ

り
、
東
京
税
理
士
会
常
務
理
事
の

大
坪
亮
太
会
員
が
立
候
補
す
る
予

定
で
す
の
で
、
仮
に
選
挙
と
な
っ

た
場
合
に
は
皆
様
に
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

―　
♢　

―

　

本
会
議
は
、
承
認
事
項
、
協
議

事
項
は
な
く
、
報
告
事
項
は
次
の

と
お
り
。

「
報
告
事
項
」

１�　

税
理
士
桜
友
会
の
課
題
（
検

討
状
況
）
に
つ
い
て　
　

　

�

税
理
士
桜
友
会
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
、
在
り
方
検
討
委
員

会
で
検
討

　

・�

広
報
誌
「
桜
友
」
の
発
行
回

数
を
削
減
（
今
年
度
実
施
）

　

・�

常
務
理
事
会
の
交
通
費
支
給

の
廃
止
（
今
年
度
実
施
）

　

・�

支
部
交
付
金
支
給
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
検
討
中

２�　

新
規
退
職
者
の
入
会
状
況
及

び
入
会
勧
奨
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
９
月
末
現
在

　

新
規
入
会
者　

71
名

当
面
の
諸
問
題
を
討
議

― 

令
和
４
年
度
第
２
回
理
事
、
支
部
長
（
顧
問
・
相
談
役
、
監
事
）
合
同
会
議 

―

会長挨拶
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�　

毎
年
、
入
会
人
数
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
各
支
部
に
お
け

る
入
会
勧
奨
の
継
続
を
依
頼

３�　

賀
詞
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い

て

　

�　

令
和
５
年
１
月
13
日
（
金
）

午
後
３
時
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
予
定

４　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

　

�　

令
和
４
年
10
月
か
ら
、
順
次

開
催
を
予
定

　

�　

発
言
要
旨
に
つ
い
て
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
適
宜
の
様
式
に
て

事
務
局
あ
て
提
出

５�　

相
談
部
専
門
委
員
の
交
代
に

つ
い
て

　

�　

令
和
４
年
10
月
１
日
に
、
佐

藤
明
弘
相
談
専
門
委
員
の
後
任

と
し
て
、
森
田
修
会
員
が
就
任

６�　

国
税
局
と
の
意
見
交
換
会
の

結
果
に
つ
い
て

　

�　

毎
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る

意
見
交
換
会
を
、
今
年
度
は
９

月
21
日
（
月
）
に
実
施

７�　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ

い
て

　

�　

国
税
局
開
催
の
研
修
に
、
税

理
士
桜
友
会
か
ら
講
師
２
名
を

派
遣

８�　

東
京
税
理
士
会
役
員
改
選
に

つ
い
て

　

�　

大
坪
亮
太
会
員
に
東
京
税
理

士
会
副
会
長
候
補
の
推
薦
状
を

交
付

　

以
上
で
支
部
長
合
同
会
議
は
終

了
し
、
青
木
嘉
明
副
会
長
が
会
議

終
了
を
宣
言
し
て
、
議
長
席
を
降

り
た
。�

（
林　

一
樹　

記
）支部長合同会議研修会風景

「朝食を食べない派の人」が招く超危険の正体
　20代から40代の男性の4人に 1人は、朝食を食べていないそうです。

【朝食を食べない理由】

・できるだけ長く寝ていたいから

・朝はそんなにお腹がすいていないから、昔から食べない

・朝は食べない方が、頭が冴えるから

 　色々な「朝、食べない」「食べられない」理由はあるでしょうが、「朝食抜き」に
はリスクがあります。

★　「血糖値」が上がりやすい
　　昼食の食べる量に関係なく、朝食を抜くと血糖値が上がりやすくなります。
　 　朝食をとらないと低血糖状態が続くので、「インスリン拮抗ホルモン」という血糖値を上げるホル
モンが多く分泌されて、血糖値を下げないようにしています。その状態で食事をすると、いつもと同
じ食事内容だったとしても、いつも以上に血糖値が上がりやすいのです。また、低血糖状態が長く続
くと交感神経が緊張するので、イライラして甘いものを食べたくなります。血糖値を上げるホルモン
が多く出て、血糖値が上がりやすくなっているときに甘いものを食べたらどうなるか。言うまでもな
いですよね。
★　脳出血が増える
　 　45～74歳の男女8万人以上を対象に、約13年間追跡調査を行ったところ、「朝食を毎日とっている」
と答えた人に比べると、「週5～6日」の人は1.1倍、「週3～4日」の人は1.22倍、「週0～2日」の人は1.36
倍の脳卒中のリスクが高くなっていたという研究結果があります。
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●事業部だより●

令和4年度  共済制度合同推進会議開催
　10月 6日（木）学士会館において税理士桜友会、株式会社桜友サービス及びジブラルタ生命保険株式会社
の共催により令和４年度の共済制度合同推進会議が関係者出席の下に開催された。
　今回の会議では、グループ保険事業の前年度の活動実績等の報告とともに、現在税理士桜友会が置かれて
いる極めて厳しい環境の下での取組みについて意思統一が図られた。
　また、この1年間に加入推進活動において加入目標を達成した支部に対して、税理士桜友会原会長から表彰
状が授与され、人員達成及び加入増加に努めた支部に対して株式会社桜友サービス狐埼社長から報奨金を贈
呈する顕彰式が行われた。

１．厚生グループ保険制度の維持と推進
　　（1）本年度（期間：令和 4年10月～同 5年 9月）の取組み
　　　①加入目標事業所数等（キャンペーン期間：令和 4年10月 1日～同 5年 9月 1日加入）
　　　　イ　推進加入目標事業所数：未加入事業所数に対して108事業所
　　　　ロ　加入被保険者数：目標事業所数に対して152人
　　　②加入勧奨に当たっては、次の諸点について協力をお願いした。
　　　　イ　未加入事業所の加入勧奨
　　　　　　○会員が76歳以上でも、事務所職員(75歳以下）がいる事業所
　　　　　　○会員が有病中でも、事務所職員がいる事業所
　　　　ロ　新入会員の加入勧奨
　　　　ハ　既加入事業所の事務所職員の加入勧奨および保険金のランクアップ勧奨
　　　　ニ　支部での事前調査、ターゲットの絞込み、担当者の割り振り、担当者の目標設定
　　（2）配当率・保険料の維持要件
　　　①加入率基準について・・・現事業所加入率26.0％⇒基準加入率35％以上の確保（配当率の上昇）
　　　②配当率について・・・・・被保険者数500名以上の確保（配当率の維持）
　　　③保険料率について・・・・現総保険金額43.7億円（保険料増）⇒50億円以上の確保（保険料の減額）

２．令和３年度（期間：令和３年10月～令和４年９月）の実績
　　（1）加入者の状況（令和 4年 9月 1日現在）

令和３年度
目　　　標 実　　　績 達 成 割 合

事業所数 人　員 事業所数 人　員 事業所数 人　員
108 151 5 10 4.62% 6.62%

合　計
基礎事業所数 加入事業所数 加入人員数 加入事業所割合

1,694 441 682 26.0%

　　（2）令和 3年度の加入目標達成支部

表　彰　区　分 支　　　部　　　名
目　標　達　成 雪谷、立川 （計 2支部）

目標
達成

事業所 該当なし
人　員 該当なし

努　　力　　賞 神田、日本橋、芝 （計 3支部）
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　　（3）令和 3年度の保険金支払状況

支 払 金 額 人 員 数 支 払 総 額
10,000,000円 1人 10,000,000円
5,000,000円 4人 20,000,000円
合　　　計 5人 30,000,000円

３．その他

会 員 の 皆 様 へ
1　医療、介護保障制度
　「病気で入院した場合の保障、介護状態になった時の保障はありますか」
　厚生グループ保険では保障されませんが、医療保障制度・介護保障制度の同時加入によりカバーできます。
　（医療保障制度の特長）
　　○ 1泊 2日の入院から一律10日分の入院給付金お支払いいたします。
　　○ 入院日数の短期化を踏まえ、 1入院について60日間分の入院給付金をお支払いいたします。三大生活

習慣病入院時無制限タイプもあります。
　　○ 公的医療保険制度の対象となる手術や放射線治療を受けた場合、入院の有無にかかわらず、手術・放

射線治療給付金をお支払いいたします。
　　○一定期間を保障する「定期型」と一生涯を保障する「終身型」があります。
　（介護保障制度の特長）
　　○ 一生涯の終身保障を確保するとともに、要介護 2以上の認定で保険金の50％を非課税で受取ることが

できます。また以後の掛金払込みが免除となります。
　　○満75歳までご加入いただけます。支払方法は年・半年・月払があります。
　　○途中で解約された場合、経過年数に応じた解約返戻金が受け取れます。
　　○法人契約とすることで事業保障資金、退職慰労金の財源として活用できます。
　　○円建だけでなく米ドル建てがあります。

2　社会福祉法人東京福祉会
　東京福祉会は、道灌山会館（文京区）、江古田斎場（練馬区）、ホール多摩（国立市）の斎場のほか、東京
都及び神奈川県、埼玉県、千葉県の東京よりの地域葬儀の取扱いも行っています。当会員とその家族の葬儀
につきまして特別価格で執り行っていただけます。

3　自動車損害保険制度・ゴルファー保険・ペット保険
　保険料も有利になっています。加入を検討してみてください。

●事業部だより●
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令
和
４
年
度
の
桜
友
会
新
規
登

録
者
を
対
象
と
し
た
恒
例
の
業
務

研
修
会
が
、
10
月
６
日
（
木
）
午

後
１
時
か
ら
千
代
田
区
神
田
の
学

士
会
館
で
46
名
（
昨
年
45
名
）
の

参
加
者
を
得
て
、
以
下
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
一
夫 
会
長
挨
拶

　

こ
れ
ま
で
の
国
税
へ
の
勤
務
に

対
し
て
慰
労
さ
れ
た
後
、
健
康
管

理
と
仕
事
に
関
し
て
次
の
よ
う
な

話
を
さ
れ
た
。

　

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
は
組
織
で
人
間
ド
ッ
ク
や
精

密
検
査
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
ド
ッ

ク
は
、
お
金
は
か
か
る
が
年
１
回

は
受
け
た
方
が
い
い
。
も
う
少
し

す
る
と
地
方
公
共
団
体
か
ら
健
康

管
理
の
案
内
が
来
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
れ
も
も
れ
な
く
受
け
た
方

が
い
い
。

　

仕
事
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
努

力
す
れ
ば
ど
う
に
か
道
は
開
け
る

と
思
う
。
そ
こ
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

２
点
。
桜
友
会
の
付
き
合
い
は
大

切
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、
桜
友
会

も
世
代
交
代
の
時
期
に
な
っ
て
き

て
い
る
。先
輩
方
も
高
齢
に
な
り
、

顧
問
先
を
整
理
す
る
年
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
１
～
２
年
先
輩
と

付
き
合
う
こ
と
も
い
い
が
、
10
～

20
年
先
輩
方
と
も
付
き
合
い
を
し

た
方
が
い
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
う
一
つ
は
所
属
す
る

税
理
士
会
（
各
支
部
）
に
足
し
げ

く
通
っ
た
方
が
い
い
。
各
支
部
と

も
我
々
を
頼
り
に
す
る
場
面
が
数

多
く
あ
る
。
試
験
組
の
税
理
士
と

我
々
組
織
を
経
験
し
た
税
理
士
で

は
動
き
が
違
う
の
だ
と
思
う
。
ま

た
、
支
部
に
税
理
士
を
求
め
て
く

る
人
が
結
構
い
る
。
そ
う
す
る
と

支
部
で
は
あ
の
税
理
士
が
い
た
な

ぁ
と
い
う
こ
と
で
い
い
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
努

力
を
し
て
欲
し
い
。

　

と
に
か
く
税
理
士
に
は
定
年
が

な
い
。
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ⅰ　

研
修
会

１　

電
子
申
告
の
推
進

　
　

東
京
国
税
局
企
画
課
長

�
田
仲　

正
之

　

田
仲
企
画
課
長
か
ら
は
、冒
頭
、

局
長
室
、
総
務
部
長
室
で
の
レ
ク

チ
ャ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

な
が
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
実
施
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
大
き
な

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
レ
ク
チ
ャ

ー
を
実
施
し
て
い
る
。
署
に
お
い

て
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
見
な
が
ら
説

明
し
て
お
り
、モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ

る
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利

用
率
は
、
全
国
ベ
ー
ス
で
所
得
税

59
・
２
％
、
法
人
税
で
87
・
９
％

で
あ
る
が
、
東
京
局
は
２
～
３
％

低
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
内
部

事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
に
お
い
て
も

ま
だ
ま
だ
紙
の
申
告
書
、
添
付
書

類
が
あ
る
た
め
、
添
付
書
類
を
含

め
た
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
お
願

い
し
た
い
旨
の
説
明
と
ｅ
－
Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
購
入
時
の
注
意
点

や
開
始
届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て

の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
へ
の

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

２　

税
理
士
法
の
概
要

　

東
京
国
税
局　

税
理
士
監
理
官

�

松
尾
教
昭

　

松
尾
税
理
士
監
理
官
か
ら
は
、

税
理
士
法
第
１
条
「
税
理
士
の
使

命
」
は
、
税
理
士
と
し
て
最
も
基

本
と
な
る
崇
高
な
規
定
で
あ
る
。

税
務
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
、

独
立
し
た
公
正
な
立
場
、
納
税
義

務
の
適
正
な
実
現
を
図
る
こ
と
を

使
命
と
す
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り

税
理
士
の
独
占
業
務
を
規
定
し
て

い
る
な
ど
、
こ
の
規
定
の
重
要
性

を
強
調
し
て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、

第
２
条
で
は
、
他
人
の
求
め
に
応

じ
、
業
と
し
て
行
う
こ
と
、
有
償
、

無
償
を
問
わ
な
い
こ
と
、
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
脱
税
相
談
や
一
般
の
違

法
行
為
に
つ
い
て
の
処
分
に
関
す

る
説
明
の
ほ
か
、
助
言
義
務
や
業

務
の
制
限
な
ど
税
理
士
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
義
務
、
特
に
注
意
す
べ

き
違
反
行
為
と
し
て
、
故
意
、
過

失
に
よ
る
不
真
正
税
務
書
類
の
作

成
、
業
務
停
止
中
の
税
理
士
へ
の

名
義
貸
し
、
非
税
理
士
に
対
す
る

名
義
貸
し
、
更
に
は
使
用
人
に
対

す
る
監
督
義
務
、
業
務
懈
怠
に
つ

い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

田仲正之企画課長

松尾教昭税理士監理官

輝 か し い 門 出 を 祝 し て
「令和4年度  桜友会新規登録者業務研修会」開催

原会長
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Ⅱ�　

税
理
士
事
務
所
運
営
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス

　

初
め
て
税
理
士
事
務
所
を
運
営

す
る
新
規
開
業
者
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
し
て
４
名
の
先
輩
（
会
員
）

か
ら
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１　

武
蔵
府
中
支
部　

富
樫　

太

　

令
和
２
年
７
月
に
定
年
退
職
。

現
職
時
代
は
主
に
資
産
税
調
査
事

務
と
総
務
事
務
を
経
験
。
事
務
所

は
先
輩
の
事
務
所
に
机
を
置
か
せ

て
も
ら
い
、
相
続
、
贈
与
、
不
動

産
の
譲
渡
等
を
専
門
に
行
っ
て
い

る
。

　

開
業
後
、
現
職
時
代
お
世
話
に

な
っ
た
上
司
や
先
輩
の
方
に
挨
拶

と
資
産
税
事
務
専
門
に
行
う
旨
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
先
輩

か
ら
相
続
の
お
手
伝
い
の
話
や
法

人
系
統
の
先
輩
か
ら
は
法
人
の
株

式
の
評
価
や
オ
ー
ナ
ー
の
相
続
税

の
生
前
対
策
の
相
談
を
受
け
て
欲

し
い
な
ど
、
仕
事
は
少
し
ず
つ
増

え
て
い
っ
た
。

　

確
定
申
告
期
に
は
、
テ
レ
フ
ォ

ン
相
談
員
や
無
料
相
談
、
税
理
士

記
念
日
の
無
料
相
談
、
商
工
会
議

所
の
確
定
申
告
相
談
員
な
ど
の
募

集
に
は
積
極
的
に
応
募
し
た
。

　

ま
た
、
開
業
当
時
は
「
待
ち
」

の
体
制
だ
っ
た
が
、
最
近
は
知
り

あ
っ
た
方
々
に
積
極
的
に
声
掛
け

す
る
な
ど
し
て
、
自
分
で
開
拓
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。

　

事
務
所
の
環
境
と
し
て
は
、
事

務
所
の
Ｐ
Ｃ
で
受
け
た
メ
ー
ル

は
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
、
返
信
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
出
先
か
ら
で
も
メ

ー
ル
の
や
り
取
り
が
で
き
る
な

ど
、
時
間
の
節
約
と
早
期
対
応
に

努
め
て
い
る
。

２　

荒
川
支
部　

青
木
律
夫

　

令
和
２
年
７
月
定
年
退
職
。
事

務
所
は
元
上
司
だ
っ
た
先
輩
税
理

士
の
事
務
所
に
登
録
。
開
業
後
、

知
り
合
い
や
先
輩
税
理
士
の
事
務

所
訪
問
を
行
っ
た
。
直
接
事
務
所

に
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
整

骨
院
や
歯
医
者
の
待
合
所
に
名
刺

等
を
置
か
せ
て
も
ら
う
な
ど
広
報

活
動
に
努
め
た
。
確
定
申
告
時
期

に
は
、
無
料
相
談
や
商
工
会
議
所

の
税
務
相
談
、
大
き
な
税
理
士
法

人
で
は
確
定
申
告
書
の
作
成
要
員

と
し
て
募
集
も
行
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
応
募
す
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

　

ま
た
、
税
理
士
の
仕
事
の
ス
タ

イ
ル
を
考
え
た
方
が
い
い
。
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
中
心
と
か
、
監

査
役
・
社
外
取
締
役
中
心
と
か
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
会
計
業
務
か
ら
申
告
書
作
成

ま
で
行
う
の
が
良
い
と
思
う
。
顧

問
先
に
対
し
て
適
切
な
指
導
や
信

頼
を
得
ら
れ
や
す
い
し
、
信
頼
を

得
ら
れ
れ
ば
知
り
合
い
を
紹
介
し

て
も
ら
え
る
な
ど
、
新
た
な
顧
問

先
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

会
計
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｄ
Ｌ
で
税
理
士
開
業
３
年
以
内
で

あ
れ
ば
法
人
５
社
ま
で
は
無
料
で

使
え
る
ソ
フ
ト
を
提
供
し
て
い
る

の
で
参
考
に
す
る
と
良
い
と
思

う
。

３　

神
田
支
部　

高
橋　

工

　

令
和
元
年
７
月
定
年
退
職
。
事

務
所
は
単
独
で
開
業
。
開
業
時
、

顧
問
先
は
な
く
、
ま
ず
は
事
務
所

開
設
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
管
理

人
や
工
事
の
業
者
さ
ん
と
の
飲
み

会
を
開
始
し
、
近
所
の
友
達
の
輪

を
作
っ
た
。
事
務
所
で
の
飲
み
会

の
友
達
の
勧
め
か
ら
損
保
代
理
店

の
資
格
を
取
得
し
、
テ
ナ
ン
ト
入

居
時
の
賠
償
保
険
の
相
談
を
受
け

た
り
、
税
理
士
業
務
で
は
、
試
験

組
の
税
理
士
や
公
認
会
計
士
か
ら

の
質
問
か
ら
顧
問
先
に
発
展
す
る

こ
と
も
あ
る
。
付
き
合
い
や
一
つ

の
縁
を
大
切
に
し
て
友
達
の
つ
な

が
り
が
で
き
た
。

　

信
条
は
誠
心
誠
意
。
そ
れ
と
お

金
に
ガ
ツ
ガ
ツ
し
な
い
こ
と
。
例

え
ば
、
一
緒
に
飲
ん
だ
と
き
に
、

２
、３
の
質
問
に
答
え
る
と
自
分

を
気
に
入
っ
て
く
れ
て
顧
問
先
と

な
っ
た
。
顧
問
料
を
提
示
さ
れ
た

が
、
そ
ん
な
に
は
も
ら
え
な
い
と

少
額
か
ら
始
め
て
、
だ
ん
だ
ん
と

信
頼
が
で
き
て
増
額
し
て
く
れ
た

顧
問
先
も
あ
る
。

　

ま
た
、友
人
の
話
で
は
あ
る
が
、

創
業
者
助
成
金
制
度
を
利
用
し
て

事
務
所
備
品
や
会
計
ソ
フ
ト
資
金

に
し
た
と
か
、
中
小
企
業
庁
の
認

定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
に
登
録

し
て
無
料
相
談
か
ら
顧
問
先
を
獲

得
し
た
と
か
の
事
例
も
あ
る
の
で

参
考
に
す
る
と
良
い
と
思
う
。

４　

京
橋
支
部　

南　

典
明

　

南
会
員
か
ら
は
、「
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
ク
の
Ｉ
Ｔ
化
」
と
題
し
て
、

税
理
士
業
務
に
役
に
立
つ
と
思
わ

れ
る
Ｉ
Ｔ
関
係
の
項
目
に
つ
い

て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
登
載
さ
れ

て
い
る
動
画
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
提

示
し
て
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
他
の
税
理
士
か
ら
質
問
さ
れ

た
項
目
を
整
理
し
て
、
①
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
と
な
る
Ｏ

ｕ
ｔ
ｌ
ｏ
ｏ
ｋ
の
使
い
方
や
、
Ｆ

ａ
ｘ
の
内
容
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
変
換
し

て
送
受
信
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
②
Ｐ
Ｃ
の
利
用
で
混

乱
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し

て
、
ロ
ー
カ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
と
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ア
カ
ウ
ン
ト
、
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
種

類
、
③
あ
る
と
便
利
、
で
き
る
と

便
利
、
効
率
化
で
き
る
も
の
と
し

て
、
複
数
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
使
い

方
、
書
籍
な
ど
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
（
自

炊
）
し
て
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

に
入
れ
て
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
で

き
る
も
の
と
か
、
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト

レ
ー
ジ
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ

る
か
、
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に

関
す
る
も
の
と
し
て
、
脱
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｐ
な
ど
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し

な
が
ら
、
資
料
と
し
て
配
付
し
た

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
そ
の

富樫　太会員

青木律夫会員

高橋　工会員

南　典明会員
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を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
、
②
支
部
長
を
は
じ
め

と
し
て
役
員
の
方
々
は
桜
友
会
へ

の
入
会
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
、

③
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
も
あ
る
と
思

う
が
、
先
輩
や
役
員
の
方
々
に
相

談
し
た
り
し
て
乗
り
越
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
話
さ
れ
、
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
旨
の
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
支
部
長
や
役
員
も

出
席
の
上
、
３
年
ぶ
り
の
懇
親
会

を
開
催
し
た
。
新
規
会
員
よ
り
も

先
輩
諸
氏
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な

っ
た
。�
（
道
免
良
春　

記
）懇親会風景

動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
文
章

で
読
む
よ
り
も
動
画
を
見
る
こ
と

の
方
が
は
る
か
に
理
解
し
や
す
い

と
説
明
さ
れ
た
。

Ⅲ　

会
務
状
況

１　

共
済
制
度

　

佐
藤
事
業
部
長
か
ら
、
桜
友
会

の
グ
ル
ー
プ
保
険
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
と
現
職
当
時
の
グ
ル
ー
プ

保
険
と
桜
友
会
の
グ
ル
ー
プ
保
険

の
相
違
点
な
ど
の
説
明
と
と
も

に
、
積
極
的
な
桜
友
会
の
グ
ル
ー

プ
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

２　

退
職
者
支
援
制
度

　

中
村
業
務
支
援
部
長
か
ら
、
退

職
者
支
援
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
と
桜
友
会
組
織
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
を
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
か
ら
の
人
材
紹
介

の
現
状
や
協
力
い
た
だ
い
た
先
輩

税
理
士
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

最
近
で
は
満
足
な
紹
介
が
で
き
て

い
な
い
が
、
少
し
で
も
会
員
の
要

請
に
応
え
て
い
き
た
い
。
つ
い
て

は
「
企
業
等
紹
介
希
望
届
出
書
」

の
提
出
依
頼
と
、
届
出
書
の
記
載

事
項
の
留
意
点
や
得
意
な
税
目
、

希
望
す
る
勤
務
体
制
な
ど
積
極
的

な
登
録
制
度
の
活
用
を
お
願
い
し

た
。

Ⅳ　

岡
本
副
会
長
の
挨
拶

　

結
び
に
当
た
り
、
岡
本
副
会
長

か
ら
、
①
桜
友
会
と
し
て
皆
さ
ん

令
和
４
年
度

　

第
3
回
会
員
研
修
会
の
報
告�

（
研
修
部
）

　

さ
る
10
月
11
日
、
桜
友
会
研
修

部
主
催
の
令
和
４
年
度
第
３
回
研

修
会
を
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
）
３
階
富
士
の
間
で

開
催
し
た
。
参
加
者
は
１
０
３
名

（
う
ち
会
員
外
４
名
）
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、「
関
与
先
か
ら
の
相

談
に
応
え
る
中
小
企
業
Ｍ
＆
Ａ
の

知
識
と
ス
キ
ル
」
と
題
し
、
株
式

会
社
日
税
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
統

轄
本
部
企
業
情
報
部
シ
ニ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
久
留
一
郎
氏
を
講
師
と

し
て
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
中
小
企
業
Ｍ
＆
Ａ
の

現
状
と
動
向
に
つ
い
て
、
２
０�

２
０
年
３
月
に
中
小
企
業
庁
が

「
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公

表
し
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
が
運
営
す
る
事
業

承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
が
過

去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
官
民

一
体
で
Ｍ
＆
Ａ
を
増
や
す
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ゼ
ロ
・
ゼ
ロ

融
資
の
返
済
が
来
春
か
ら
本
格
化

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
事
業
再
生
の
ニ
ー
ズ
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
っ

た
説
明
が
あ
っ
た
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
が
Ｍ
＆
Ａ

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

社
長
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
在
、

将
来
（
業
績
・
労
務
な
ど
）
へ
の

不
安
、相
続
の
発
生
な
ど
が
あ
り
、

実
際
に
取
り
扱
っ
た
事
例
を
題
材

に
Ｍ
＆
Ａ
に
至
る
事
案
の
概
要
・

経
緯
・
ス
キ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　

後
半
は
、
株
式
譲
渡
と
事
業
譲

渡
の
違
い
、
会
社
分
割
に
よ
る
承

継
、
企
業
価
値
の
評
価
、
譲
渡
・

譲
受
の
条
件
、
買
収
監
査
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
関
与
先
か

ら
「
会
社
を
売
り
た
い
」、「
会
社

を
買
い
た
い
」
と
相
談
さ
れ
た
場

合
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
確
認
す

れ
ば
よ
い
か
、
ま
た
、
日
税
経
営

情
報
セ
ン
タ
ー
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
事
業
承
継
支
援
の
一
助
と

な
れ
る
と
い
っ
た
話
が
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
内
容
も
、
今
後
関
与

先
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
際
に
役
立
つ
、
大
変
有
意

義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

　

次
回
、
第
４
回
研
修
は
、
11
月

18
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で
、
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
に
お

い
て
、「
最
近
の
裁
決
事
例
紹
介
」

と
題
し
、
国
税
不
服
審
判
所
の
担

当
官
を
講
師
と
し
て
開
催
す
る
。

�

（
小
野
賢
二　

記
）

講師：久留一郎氏

研修会場の様子

研修会場の様子
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【
退
職
し
て
】

　

税
務
の
職
場
を
退
職
し
て
４
年

余
り
経
ち
ま
す
。
現
役
当
時
は

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん

の
ご
指
導
や
ご
厚
意
を
賜
り
と
て

も
嬉
し
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

杉
並
支
部
で
登
録
開
業
し
税
理

士
と
し
て
業
務
に
携
わ
る
中
、
現

在
も
多
く
の
先
輩
方
か
ら
お
声
掛

け
を
頂
き
、
仕
事
の
機
会
を
得
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
良
い
職
場
・

人
間
関
係
の
中
で
勤
務
で
き
て
い

た
と
感
謝
し
有
り
難
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
資
産
課
税
部
門
で
の
経
験

を
基
に
「
相
続
税
専
門
」
と
称
し

て
税
理
士
事
務
所
を
設
け
ま
し

た
。
何
の
あ
て
も
な
く
、
ま
あ
何

と
か
な
る
と
気
楽
に
考
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
状
況
を
案
じ
ら
れ
た

先
輩
方
か
ら
仕
事
に
接
す
る
紹
介

な
ど
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
こ

れ
ま
で
、
事
務
所
経
営
が
成
り
立

っ
て
お
り
ま
す
。子
供
が
独
立
し
、

親
の
介
護
の
不
安
を
抱
え
つ
つ
、

夫
婦
二
人
の
生
活
を
趣
味
の
旅
行

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
仕
事
が
少
な
く
時
間
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
で
、
格
安
海

外
ツ
ア
ー
で
旅
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

念
願
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

ジ
ア
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
で
】

　

し
か
し
な
が
ら
、
退
職
時
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の

社
会
状
況
、
行
動
制
限
や
閉
塞
感

を
多
く
感
じ
ら
れ
る
な
か
で
、
今

思
う
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

人
と
会
う
こ
と
、
話
す
こ
と
が

制
限
さ
れ
、
外
出
や
食
事
に
も
制

限
や
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
期
間
が

と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

先
輩
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
如

何
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
仕
事
が
途
切
れ
る
こ
と

な
く
、
さ
さ
や
か
で
す
が
希
望
す

る
仕
事
が
で
き
て
、
あ
り
が
た
く

思
う
毎
日
で
す
。
退
職
直
後
で
新

た
な
人
間
関
係
が
な
く
行
動
制
限

を
求
め
ら
れ
る
そ
の
様
な
中
で
、

可
能
な
情
報
源
は
ネ
ッ
ト
情
報
が

頼
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
価
値
観
と
い
い
ま
す
か
、
認
識

が
改
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
新
た
な
家
族
を
迎
え
て　

犬
】

　

ま
ず
、「
犬
」
を
飼
い
始
め
た

こ
と
で
す
。
妻
が
、
ネ
ッ
ト
情
報

で
保
護
が
必
要
な
犬
が
と
て
も
多

く
い
る
事
を
知
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
妻
曰
く
「
犬
、
飼
い
た
い

ん
だ
よ
ね
」、
１
年
ほ
ど
前
の
事

で
す
。私
は
、「
と
う
と
う
来
た
か
」

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

先
代
の
犬
は
、
私
の
退
職
直
前
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

親
の
介
護
、
子
育
て
に
一
区
切

り
つ
き
、
２
人
だ
け
の
生
活
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
上
手
く
表
現

で
き
な
い
閉
塞
さ
れ
た
感
情
か
ら

の
求
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
年
齢
、
今
後
の
健
康

状
態
、
コ
ロ
ナ
禍
で
飼
う
こ
と
の

是
非
な
ど
、
真
剣
に
検
討
し
た
結

果
、
縁
あ
っ
て
保
護
犬
を
家
族
に

迎
え
ま
し
た
。
保
護
団
体
の
方
と

の
面
談
や
準
備
で
は
、
受
験
生
の

心
境
で
何
と
か
認
め
て
頂
き
た

く
、
頑
張
り
ま
し
た
。
保
護
犬
の

譲
渡
受
入
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
、

妻
の
ハ
リ
キ
リ
様
は
す
ご
い
で

す
。
心
に
傷
を
持
っ
た
犬
と
の
生

活
は
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。

犬
が
安
心
で
き
る
よ
う
毎
日
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
し
、
食
事
、
散
歩
、

排
せ
つ
な
ど
楽
し
く
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
実
は
、
私
が
５
歳
ぐ
ら

い
の
時
に
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
に
足
を

噛
ま
れ
た
（
舐
め
ら
れ
た
）
事
が

チ
ョ
ッ
ト
怖
い
記
憶
と
な
り
、
口

を
開
い
た
犬
が
苦
手
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
妻
と
犬
の
様
子
を
み

て
、
自
分
も
上
手
に
関
わ
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
子
供
時
代

か
ら
の
大
き
な
心
境
変
化
と
な
り

ま
し
た
。

　

犬
と
買
い
物
や
散
歩
を
し
た

り
、
部
屋
を
掃
除
し
た
り
片
付
け

る
（
散
ら
か
さ
な
い
）
こ
と
を
心

掛
け
る
な
ど
、
犬
を
家
族
に
迎
え

る
事
で
、
日
常
に
幸
せ
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

【
新
た
な
家
族
を
迎
え
て　

孫
】

　

同
じ
頃
に
、
長
男
に
男
児
が
誕

生
し
、
私
は
本
物
の
ジ
イ
ジ
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
し

て
い
た
結
婚
式
は
延
期
・
取
り
止

め
と
な
る
な
か
で
出
生
と
な
り
ま

し
た
。
家
族
と
い
え
ど
も
、
直
接

会
う
こ
と
が
で
き
な
い
時
間
が
続

き
、
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ン
通
話
か
ら
は
じ
ま
り
、

直
接
会
え
た
時
は
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
長
男
が
孫
の
世
話

を
し
て
い
る
様
を
見
て
い
る
と
、

私
自
身
の
30
数
年
前
の
子
育
て
を

思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
ア

ナ
ロ
グ
の
時
代
で
何
か
と
手
間
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
り
ま

す
と
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

自
分
の
記
憶
と
重
ね
な
が
ら
、

孫
の
成
長
を
見
守
り
、
元
気
な
ジ

ジ
・
バ
バ
で
あ
り
た
い
と
念
じ
て

い
ま
す
。

【
今
後
】

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
を
経
て
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
応
じ
た
生
き
方
、

旅
行
の
仕
方
、
税
理
士
の
仕
事
と

と
も
に
毎
日
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

令
和
４
年
夏
に
思
う
こ
と

竹
谷
浩
一
（
杉
並
）
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税
理
士
法
40
条
２
項
に
税
理
士

は
、
登
録
時
に
お
い
て
税
理
士
事

務
所
と
称
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の

税
理
士
は
、「
氏
名
〇
〇
〇
〇+

税
理
士
事
務
所
」
又
は
「
税
理
士

+

名
前
〇
〇
〇
〇+

事
務
所
」
と

登
録
し
ま
す
。
こ
こ
で
登
録
す
る

こ
と
で
、
税
理
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
税
理
士
検
索
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
税
理
士
法
人
の
場

合
は
、「
税
理
士
法
人
」
が
前
後

に
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、税
理
士
も
「
屋
号
」

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
登
録
名
と
異
な
り
、
税
理
士

法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
東

京
税
理
士
会
で
は
、「
公
序
良
俗

に
反
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
屋
号
で
も
良
い
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

桜
友
会
の
先
輩
方
は
、
屋
号
を

用
い
ず
、
氏
名+

税
理
士
事
務

所
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、「
築
地
一
郎
税
理
士
事
務

所
」・「
税
理
士
麹
町
太
郎
事
務�

所
」
な
ど
で
す
。

　

で
は
、屋
号
を
用
い
る
場
合
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
税
理

士
が
数
名
同
居
す
る
合
同
事
務
所

な
ど
で
は
、「
立
川
合
同
税
理
士

事
務
所
」・「
八
王
子
中
央
税
理
士

事
務
所
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト

〇
〇
税
理
士
事
務
所
・
〇
〇
サ
ポ

ー
ト
税
理
士
事
務
所
な
ど
カ
タ
カ

ナ
の
屋
号
も
多
い
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
屋
号
に
つ
い
て

私
の
事
務
所
の
こ
と
を
お
話
し
し

ま
す
。
私
の
事
務
所
は
「
た
ま
ら

ん
坂
税
理
士
事
務
所
」
と
い
う
屋

号
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
当
然
、

登
録
名
は
、「
坂
本
新
税
理
士
事

務
所
」
と
し
て
登
録
し
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
申
告
書
に
記
載
す
る
事

務
所
名
は
、「
坂
本
新
税
理
士
事

務
所
」
と
し
て
記
載
し
ま
す
。

　

屋
号
の
由
来
は
、
私
が
事
務
所

を
設
立
し
た
場
所
の
目
の
前
に

「
た
ま
ら
ん
坂
」
と
い
う
坂
が
実

在
し
て
、「
た
ま
ら
ん
」
と
は
、

な
ん
と
も
珍
し
い
坂
の
名
前
だ
と

気
に
入
っ
た
こ
と
が
理
由
で
す
。

そ
の
意
味
を
し
ら
べ
る
と
広
辞
苑

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち

ろ
ん
漢
字
で
記
載
す
る「
堪
ら
ん
」

は
そ
の
意
味
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、国
立
市
の
「
た
ま
ら
ん
坂
」

は
、
漢
字
で
は
「
多
摩
欄
坂
」
と

書
く
た
め
そ
の
意
味
が
違
い
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
坂
を
上
が
っ
て

み
る
と
そ
こ
に
は
、「
た
ま
ら
ん

坂
」の
由
来
の
碑
が
あ
り
ま
し
た
。

碑
に
は
、「
た
ま
ら
ん
坂
の
名
前

の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
近

く
に
あ
る
一
橋
大
学
の
学
生
が
そ

の
坂
の
キ
ツ
さ
に
「
た
ま
ら
ん
・

た
ま
ら
ん
」
と
言
っ
て
上
っ
た
こ

と
か
ら
こ
の
坂
の
名
前
が
付
い

た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
私
が
こ
の
碑
を
読

ん
だ
と
き
、
確
か
に
学
生
は
坂
が

キ
ツ
い
か
ら
「
た
ま
ら
ん
」
と
言

葉
を
零こ
ぼ

し
た
だ
ろ
う
、
そ
れ
と
同

時
に
こ
の
地
に
一
橋
大
学
が
移
っ

て
き
た
１
９
２
７
年
４
月
１
日
に

兵
役
法
が
施
行
さ
れ
多
く
の
若
者

が
兵
士
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
た

年
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と

「
学
生
に
な
れ
て
、た
ま
ら
ん
（
最

高
に
よ
い
）」
と
思
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。
そ
の
「
た
ま
ら
ん
坂
」
は
Ｒ

Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
の
フ
ァ
ン
の
方

な
ら
「
多
摩
欄
坂
」
と
い
う
楽
曲

で
、
忌
野
清
志
郎
が
１
９
８
１
年

発
表
し
た
こ
と
は
ご
存
じ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

平
仮
名
で
書
く
「
た
ま
ら
ん
」

に
は
、「
辛
抱
な
ら
な
い
・
つ
ら
い
」

な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
が
あ
る

一
方
、「
最
高
な
・
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
良
い
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

意
味
の
両
方
が
包
含
し
た
言
葉
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
思
議
な
坂
の
名

前
を
屋
号
に
決
め
て
名
刺
に
記
載

し
て
配
る
と
多
く
の
方
が
「
た
ま

ら
ん
坂
」
っ
て
？
と
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。
私
の
名
前
を

忘
れ
て
も
「
た
ま
ら
ん
坂
」
は
忘

れ
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

屋
号
を
付
け
る
だ
け
で
自
分
の
事

務
所
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
る

と
い
う
私
の
広
告
戦
略
は
、
あ
な

が
ち
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

た
ま
ら
ん
坂
税
理
士
事
務
所

は
、
昨
年
、
同
じ
国
立
市
の
駅
前

に
支
店
を
設
け
る
た
め
「
た
ま
ら

ん
坂
税
理
士
法
人
」
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
新
し
い
税
理
士
も
加
わ
り

ま
し
た
。
事
務
所
に
所
属
す
る
税

理
士
は
名
刺
に
「
た
ま
ら
ん
坂
」

っ
て
印
刷
す
る
の
が
少
し
恥
ず
か

し
い
で
す
・
・
と
正
直
に
話
し
て

く
れ
ま
す
。屋
号
を
考
え
る
の
は
、

子
供
の
名
前
を
付
け
る
の
と
同
じ

よ
う
に
難
し
い
で
す
。

税
理
士
と
屋
号
に
つ
い
て

坂
本
　
新
（
立
川
）
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【
前
置
き
】

　

人
口
約
69
万
人
は
東
京
都
市
区

町
村
別
人
口
の
第
５
位
で
、
面
積

が
約
53
平
方
㎞
（
第
13
位
）
の
足

立
区
は
、
隅
田
川
と
中
川
に
挟
ま

れ
た
東
京
23
区
の
最
北
部
に
位
置

し
、
そ
の
東
側
が
足
立
税
務
署
、

西
側
が
西
新
井
税
務
署
の
管
轄
と

な
っ
て
い
る
。
都
区
内
の
多
く
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
足
立
区
も
１

区
２
署
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
桜
友
会
足
立

支
部
は
、
平
成
28
年
10
月
に
旧
足

立
支
部
と
旧
西
新
井
支
部
を
統
合

し
、
２
署
に
ま
た
が
る
支
部
と
し

て
新
た
に
発
足
、
早
く
も
満
６
年

と
な
る
。

　

会
員
数
は
、
統
合
直
後
は
本
部

登
録
会
員
40
名
で
あ
っ
た
が
、
本

年
８
月
末
現
在
で
は
33
名
と
な
り

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

こ
こ
十
数
年
、
開
業
即
当
支
部
入

会
と
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

他
支
部
か
ら
の
転
入
会
員
が
多

い
。

　

支
部
活
動
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
、
支
部
独
自
の

行
事
で
あ
っ
た
貸
切
り
サ
ロ
ン
バ

ス
に
よ
る
「
親
睦
一
泊
バ
ス
旅�

行
」
は
も
と
よ
り
、
会
員
が
今
抱

え
て
い
る
問
題
・
悩
み
を
出
席
し

た
全
員
で
考
え
て
助
言
す
る
毎
月

開
催
の
「
よ
ろ
ず
放
談
会
」（
桜

友
会
会
員
以
外
に
も
開
放
し
て
足

立
税
理
士
会
館
会
議
室
で
開
催

し
、
終
了
後
に
懇
親
会
）
も
令
和

２
年
１
月
の
第
68
回
を
最
後
に
開

催
で
き
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
も
支
部
長
で
あ
る
筆
者

の
度
胸
の
な
さ
が
原
因
で
あ
り
慙

愧
に
堪
え
な
い
。
支
部
活
性
化
の

た
め
の
第
一
要
因
は
支
部
長
交
代

で
あ
る
、
と
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。

【
足
立
区
の
歴
史
】

　

足
立
区
は
そ
の
昔
海
辺
に
面
し

た
湿
地
帯
湿
原
や
荒
地
で
あ
り
、

「
あ
だ
ち
」
と
い
う
名
の
由
来
は
、

足
立
区
の
周
辺
に
葦
が
多
く
生
え

て
い
て
、「
葦
立
（
あ
し
だ
ち
）」

と
言
わ
れ
て
い
た
の
が
「
足
立
」

に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
、
と

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
紹
介
し
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
足
立
区
が
発
展
を

始
め
た
の
は
、
千
住
に
日
光
道
中

で
最
初
の
宿
場
が
定
め
ら
れ
た
江

戸
時
代
か
ら
で
あ
り
、
明
治
以
降

は
、
軽
工
業
・
重
化
学
工
業
が
盛

ん
に
な
り
、
鉄
道
の
開
通
と
と
も

に
人
口
が
増
加
、
関
東
大
震
災
の

被
害
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
足
立
区
へ
の
移
住
が
進
み

都
市
化
が
進
ん
だ
、
と
区
で
は
分

析
し
て
い
る
。

　

我
が
妻
の
言
に
よ
れ
ば
、
足
立

は
魚
や
野
菜
な
ど
の
食
材
が
住
ん

で
い
る
茨
城
県
の
龍
ケ
崎
よ
り
と

て
も
安
い
、
と
言
っ
て
泊
ま
り
込

み
用
の
食
材
を
買
い
込
ん
で
く

る
。

　

昔
、
宿
場
町
北
千
住
に
は
荒
川

や
綾
瀬
川
な
ど
の
河
川
が
近
く
を

流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
運
の

拠
点
と
し
て
「
千
住
青
物
市
場
」

が
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
市
場

が
現
在
で
も
「
足
立
市
場
」
と
し

て
、
一
般
の
人
に
も
開
放
し
て
い

る
都
区
内
で
唯
一
の
水
産
物
専
門

中
央
卸
売
市
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
新
鮮
で
安
い
魚
介
類
を
入
手

し
や
す
い
ゆ
え
ん
か
な
、と
思
う
。

最
寄
り
駅
は
京
成
本
線
千
住
大
橋

駅
。

　

青
果
物
と
花
卉
に
つ
い
て
は
、

区
の
北
東
部
、
日
暮
里
・
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
「
舎
人
公
園
駅
」
か
ら
徒

歩
10
分
の
「
北
足
立
市
場
」
が
あ

り
、
秋
に
は
一
般
開
放
し
て
「
北

足
立
市
場
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

る
が
、
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
っ
た
。

【
北
千
住
駅
は
世
界
６
位
】

　

交
通
機
関
は
、
区
の
南
側
を
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
が
横
切
り
、
区
内
を
南

北
に
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

と
「
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
」

と
い
う
比
較
的
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
が
縦
貫
し
、
そ
の
真
ん
中
を

「
東
武
伊
勢
崎
線
」
が
走
っ
て
い

る
。
そ
の
要
衝
で
あ
る
北
千
住
駅

に
は
合
計
5
路
線（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
、

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
、
地

下
鉄
日
比
谷
線
、
地
下
鉄
千
代
田

線
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
が

乗
り
入
れ
て
お
り
、
一
日
当
た
り

の
乗
降
客
数
は
１
４
８
万
人
と
い

わ
れ
、
鉄
道
の
駅
乗
降
客
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
世
界
第
６
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
世
界

一
は
新
宿
駅
（
３
５
０
万
人
）
で

あ
り
、
第
８
位
（
名
古
屋
駅
）
ま

で
が
日
本
の
駅
で
、
９
位
に
イ
ン

ド
の
ハ
オ
ラ
駅
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
る
。

【
実
は
「
学
園
都
市
・
足
立
」】

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
足
立

の
こ
と
の
一
つ
が
、
実
は
足
立
区

は
学
園
都
市
な
の
で
あ
る
、
と
我

田
引
水
的
に
紹
介
し
た
い
。

　

平
成
５
年
の
放
送
大
学
（
東
京

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
）
開
設
を
皮

切
り
に
、
平
成
18
年
に
東
京
芸
術

大
学
、
19
年
に
東
京
未
来
大
学
、

22
年
帝
京
科
学
大
学
、
24
年
東
京

電
機
大
学
そ
し
て
令
和
３
年
に
は

文
教
大
学
が
開
設
さ
れ
て
計
６
大

学
が
存
在
し
、
北
千
住
駅
界
隈
は

前
述
の
乗
降
客
世
界
６
位
が
象
徴

す
る
よ
う
に
、
ひ
と
昔
前
と
は
様

変
わ
り
の
感
が
す
る
賑
わ
い
、
青

春
の
香
り
漂
う
街
並
み
と
な
っ
て

い
る
。

【
終
わ
り
に
】

　

桜
友
会
の
先
生
方
に
は
北
千
住

駅
裏
の
狭
い
飲
み
屋
街
を
放
浪
さ

れ
た
方
が
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ

り
、
青
春
の
ひ
と
こ
ま
を
思
い
出

す
べ
く
、
是
非
、
北
千
住
へ
・
・
・

と
、
ご
案
内
申
し
上
げ
て
「
支
部

め
ぐ
り
」
の
稿
を
閉
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
。
だ
か
ら
何

な
の
、
と
言
わ
れ
る
の
を
覚
悟
で

紹
介
し
た
い
。
足
立
区
の
区
長
は

税
理
士
（
女
性
）
で
あ
る
。

「
昔
と
様
変
わ
り
足
立
区
」

肥
後
達
男
（
足
立
）

足立支部
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山
梨
支
部
は
、
現
在
会
員
数
が

11
名
で
す
。
こ
れ
は
、
山
梨
県
４

署
管
内
全
体
の
総
数
な
の
で
、
な

か
な
か
活
動
し
に
く
い
面
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
は
、
年
に
１
回
活
動
報
告

会
と
し
て
年
末
に
集
ま
っ
て
（
こ

の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
延
期

し
て
い
ま
す
。）
懇
親
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
11
月
12

日
（
金
）
に
桜
友
会
の
原
会
長
以

下
５
名
の
幹
部
に
お
出
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

山
梨
支
部
か
ら
は
８
名
出
席
、

石
和
温
泉
の
「
糸
柳
」
に
て
、
地

方
支
部
で
あ
る
山
梨
支
部
の
現
状

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
、
現
職
時
代
の
思
い
出
話
な

ど
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
本
部
か
ら
臨

席
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催

で
き
た
の
は
、
近
江
元
会
長
が
ご

存
命
の
時
に
蔭
山
元
副
会
長
に
出

席
し
て
い
た
だ
い
て
以
来
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
が
「
桜
友
」
へ
寄
稿
す
る
の

は
今
回
で
４
回
目
に
な
り
、
山
梨

県
の
歴
史
、
名
所
、
特
産
品
に
つ

い
て
は
、
幾
度
か
紹
介
し
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
、
少
し
「
支
部
め

ぐ
り
」
か
ら
本
筋
は
そ
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
話
題
を
ガ
ラ
ッ
と
変

え
て
、
心
に
残
っ
て
い
る
映
画
と

ド
ラ
マ
の
お
話
を
し
ま
す
。

１
「
ひ
ま
わ
り
」

　

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

は
戦
争
状
態
で
す
。
昔
観
た
イ
タ

リ
ア
映
画
の
中
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
舞
台
と
な
っ
た
「
ひ
ま
わ
り
」

と
い
う
戦
争
映
画
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ

と
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
共
演

で
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
大
ス
タ

ー
が
出
演
し
た
映
画
で
す
。「
ひ

ま
わ
り
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国

花
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
で
恋
に
落

ち
、
結
婚
し
て
平
和
に
暮
ら
し
て

い
た
二
人
が
ロ
シ
ア
と
イ
タ
リ
ア

の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
夫
は

従
軍
し
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

妻
は
納
得
が
い
か
ず
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
探
し
に
行
き
ま
す
。
夫
は

見
つ
か
る
の
で
す
が
、
怪
我
を
し

て
記
憶
を
無
く
し
て
倒
れ
て
い
た

と
こ
ろ
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
若
い

女
性
（
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
妻
役

は
、
ソ
連
版
の
「
戦
争
と
平
和
」

で
ナ
タ
ー
シ
ャ
役
を
演
じ
た
リ
ュ

ド
ミ
ラ
・
サ
ベ
リ
ー
エ
ワ
で
、
ナ

タ
ー
シ
ャ
役
の
時
は
、
ほ
っ
そ
り

し
た
凄
い
美
人
だ
っ
た
の
で
す
が

「
ひ
ま
わ
り
」
の
時
は
、
ぽ
っ
ち

ゃ
り
し
た
感
じ
で
最
初
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。）
に
助
け
ら
れ

て
そ
の
ま
ま
居
つ
い
て
結
婚
し
て

子
供
ま
で
生
ま
れ
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
事
実
を
知
っ
た
ソ
フ
ィ

ア
・
ロ
ー
レ
ン
が
演
じ
る
妻
は
、

そ
の
ま
ま
イ
タ
リ
ア
に
帰
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
記
憶
を
戻
し
た
マ
ス

ト
ロ
ヤ
ン
ニ
演
じ
る
夫
は
、
イ
タ

リ
ア
に
戻
り
、
寄
り
を
戻
そ
う
と

す
る
の
で
す
が
「
覆
水
盆
に
返
ら

ず
」、
結
局
別
れ
て
し
ま
う
と
い

う
、
戦
争
が
二
人
を
引
き
裂
い
た

物
語
な
の
で
す
。

　

私
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
直

情
径
行
型
な
た
め
、
こ
の
映
画
を

何
度
と
な
く
観
て
い
ま
す
が
、
観

る
度
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
す
。

２
「
禁
じ
ら
れ
た
恋
の
島
」

　

イ
タ
リ
ア
の
あ
る
島
に
暮
ら
す

少
年
の
物
語
で
す
。
父
親
と
暮
ら

し
て
い
た
少
年
は
、
父
親
が
連
れ

て
き
た
少
女
に
恋
を
し
ま
す
。
父

親
は
少
女
を
置
い
て
島
を
出
て
し

ま
い
ま
す
。

　

島
に
残
さ
れ
た
少
年
と
少
女
の

や
り
取
り
の
映
画
な
の
で
す
が
、

何
故
か
印
象
に
残
っ
て
３
回
も
４

回
も
観
て
し
ま
い
ま
し
た
。
音
楽

も
、
非
常
に
映
画
に
マ
ッ
チ
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
そ
の
少
女
は
父
親
の

子
供
を
産
み
、
少
年
は
島
を
出
て

行
く
と
い
う
物
語
な
の
で
す
。

　

私
は
、
当
時
高
校
生
で
多
感
な

時
代
だ
っ
た
の
で
、
非
常
に
感
じ

る
も
の
が
有
り
、
仙
台
で
一
度
観

て
、
そ
の
後
上
京
し
て
か
ら
渋
谷

の
全
線
座
で
観
ま
し
た
。
全
線
座

は
、
当
時
１
０
０
円
（
昭
和
42
～

45
年
頃
）
で
洋
画
２
本
立
て
が
鑑

賞
で
き
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

３
「
大
地
の
子
」

　

最
後
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

で
す
。原
作
者
は
山
崎
豊
子
で「
白

い
巨
塔
」「
華
麗
な
る
一
族
」「
不

毛
地
帯
」「
二
つ
の
祖
国
」
等
々

を
書
い
て
お
り
、
彼
女
な
ら
で
は

の
緻
密
な
取
材
に
基
づ
く
実
話
に

近
い
重
厚
な
作
品
で
、
中
国
に
残

さ
れ
た
日
本
の
残
留
孤
児
た
ち
の

物
語
で
す
。

　

特
に
、
ド
ラ
マ
の
中
ほ
ど
で
妹

が
病
気
で
亡
く
な
る
場
面
は
悲
し

す
ぎ
て
、
と
て
も
観
て
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。太
平
洋
戦
争
の
後
、

満
州
か
ら
の
引
揚
者
た
ち
の
苦
難

の
日
々
は
、
お
そ
ら
く
死
ん
で
も

言
え
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
そ
の
中
で
、
残
留
孤
児

が
た
ま
た
ま
良
い
養
父
母
に
育
て

ら
れ
た
人
は
幸
運
だ
が
、
多
く
の

人
は
大
変
な
思
い
を
し
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
ロ
シ
ア
人
、
中
国
人
に
非

道
な
扱
い
を
受
け
た
人
な
ど
、
言

い
表
せ
な
い
苦
労
が
多
々
あ
っ
た

は
ず
で
、
そ
れ
ら
の
苦
労
を
題
材

に
し
た
ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
で
、
観

て
い
て
非
常
に
重
た
い
気
持
ち
に

な
っ
た
作
品
で
し
た
。

思
い
出
の
映
画

冨
田
博
之
（
山
梨
）

山梨支部
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国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例について

　国外に所在する中古建物については簡便法により算定された耐用年数が建物の実際の使用期間に適合して
いないおそれがあり、不動産の賃貸料を上回る減価償却費を計上することにより、不動産所得の金額が減少
して損失が生ずることになり、損益通算を行って所得税額が減少することになるので、財務省において、国
外に所在する中古の建物に係る減価償却費の在り方について、様々な視点から有効性及び公平性を高めるよ
う検討を行っていくべきであるとの会計検査院の検査報告を踏まえ、令和 2年度の税制改正により、国外中
古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例（以下「本特例」という。）が創設された。

１　本特例の概要
　個人が、令和 3年分以後の各年において、国外中古建物から生ずる不動産所得を有する場合においてそ
の年分の不動産所得の金額の計算上生じた国外不動産所得の損失の金額のうち国外中古建物の償却費に相
当する部分の金額は、生じなかったものとみなされ、不動産所得以外の所得との損益通算の対象とならな
い（措法41の 4の 3①）。
⑴　国外中古建物
　 　個人において使用され又は法人において事業の用に供された国外にある中古の建物であって、個人が
取得をしてこれを不動産所得を生ずべき業務の用に供したもののうち、不動産所得の金額の計算上その
建物の償却費として必要経費に算入する金額を計算する際の耐用年数を次の方法により算定しているも
のをいう（措法41の 4の 3②一、措規18の24の 2①）。

　① 　その用に供した時以後の使用可能期間の年数を耐用年数とする方法（その使用可能期間が、次に掲
げるいずれかの書類により適当であることが確認できる建物を除く。）

　　イ 　当該建物の使用可能期間を当該建物の所在している国の法令に基づく耐用年数に相当する年数と
している旨を証する書類

　　ロ 　不動産鑑定士又は当該建物の所在している国における不動産鑑定士に相当する資格を有する者の
当該建物の使用可能期間を見積もった旨を証する書類

　　ハ 　当該建物をその者が取得した際の取引の相手方又は仲介をした者の当該建物の使用可能期間を見
積もった旨を証する書類

　② 　法定耐用年数の全部を経過した資産についてその法定耐用年数の20%に相当する年数を耐用年数と
する方法

　③ 　法定耐用年数の一部を経過した資産についてその資産の法定耐用年数から経過年数を控除した年数
に、経過年数の20%に相当する年数を加算した年数を耐用年数とする方法

⑵　国外不動産所得の損失の金額
　 　不動産所得の金額の計算上生じた国外中古建物の貸付けによる損失の金額（その国外中古建物以外の
国外にある不動産等（以下「国外不動産等」という。）から生ずる不動産所得がある場合には、当該損失
の金額を当該国外不動産等から生ずる不動産所得の金額の計算上控除しても控除しきれない金額）をい
う（措法41の 4の 3②二）。
⑶　本特例の適用を受けた国外中古建物を譲渡した場合における譲渡所得の金額の計算
　 　本特例の適用を受けた国外中古建物を譲渡した場合における譲渡所得の金額の計算上、取得費から控
除することとされる償却費の額の累計額から、本特例により生じなかったものとみなされた償却費に相
当する部分の金額を控除する（措法41の 4の 3③）。

（注） 1  　本特例は、令和 3年分以後の所得税について適用されるので、令 2改正措法の施行日である令
和 2年 4月 1日以前に取得した国外中古建物であっても、令和 3年分以後の所得税については、
本特例の適用があることに留意する必要がある。

　　　 2  　本特例の適用により、国外不動産所得の損失の金額のうち国外中古建物の償却費に相当する部
分の金額は国内の不動産から生じる不動産所得とのいわゆる所得内通算もできない。

税務相談室No.386 ちょっと一言
（所得税）

相談部専門委員
石井敏彦　担当
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２　国外不動産所得の損失の金額の計算上の留意点
⑴ 　国外不動産所得の損失の金額とは、国外中古建物の貸付けによる損失の金額のうち一定の当該国外中
古建物の償却費の額に相当する部分の金額とされており（措法41の 4の 3②二）、この「一定の当該国外
中古建物の償却費の額に相当する部分の金額」とは、国外中古建物ごとの償却費の額のうち一定の金額
の合計額とされている（措令26の 6の 3①③）。
　 　したがって、複数の国外中古不動産を貸付けている場合には、損益通算が制限される損失の額の計算は、
複数の国外中古建物の不動産所得を合計して行うのではなく、個々の国外中古建物ごとに計算すること
に留意する必要がある。
【参考事例】
　　 2つの国外中古建物の貸付けによる所得の損失の金額がある場合の損益通算が制限される損失の金額
　⑴ 　国外中古建物（A）の損失の金額････200万円（償却費の額に相当する部分　400万円：償却費を
除いた所得の金額　200万円）

　⑵ 　国外中古建物（B）の損失の金額････400万円（償却費の額に相当する部分　300万円：償却費以
外の部分　100万円）

（解答）
　⑴　国外中古建物（A）の損益算が制限される損失の金額････200万円
　　　　200万円　<　400万円　　∴　200万円　
　⑵　国外中古建物（B）の損益通算が制限される損失の金額････300万円
　　　　400万円　>　300万円　　∴　300万円
　※　損益通算が制限される損失の金額････500万円
　　　　200万円+300万円=500万円
　（注） 　以下のように、A及びBの国外中古建物の貸付けによる所得の損失の金額を合計して計算するの

は誤りである。
　　　　・200万円（Aの損失の金額）+　400万円（Bの損失の金額）=　600万円
　　　　・ 400万円（Aの損失の金額のうち償却費に相当する部分の金額）+　300万円（Bの損失の金額

のうち償却費に相当する部分の金額）=　700万円
　　　　・損益通算が制限される損失の金額････600万円
　　　　　600万円　<　700万円　　∴　600万円

⑵ 　損益通算が制限される国外不動産所得の損失の金額の計算は、まずは国外不動産等の貸付けによる所
得（以下「国外不動産等の不動産所得」という。）から国外中古建物の損失の金額のうち償却費以外の部
分の額を控除した後で、その残額の国外不動産等の不動産所得を、損益通算できない「国外中古建物の
損失の金額のうち償却費の額に相当する部分の金額」から控除することとされている（措令26の 6の 3
②）。つまり、「国外不動産等の不動産所得の金額−国外中古建物の損失の金額のうち償却費以外の部分
の金額」を、損益通算できない「国外中古建物の損失の金額のうち償却費の額に相当する部分の金額」
から控除することとするものである。
【参考事例】
　 　国外中古建物の損失の金額の他に国外不動産等の不動産所得の金額がある場合の損益通算が制限さ
れる損失の金額

　⑴ 　国外中古建物の損失の金額････400万円（償却費の額に相当する部分　300万円:償却費以外の部分
　100万円）

　⑵ 　国外不動産等の不動産所得の金額････300万円
　（解答）
　⑴　国外不動産所得の金額
　　 　300万円（国外不動産等の不動産所得の金額）－100万円（国外中古建物の損失の金額のうち償却
費以外の部分）=200万円（国外中古建物以外の国外不動産所得の金額）

　⑵　損益通算が制限される損失の金額
　　 　300万円（国外中古建物の損失の金額のうち償却費の額に相当する部分の金額）－200万円（国外
中古建物以外の国外不動産所得の金額）=100万円
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国 税 実 務 問 答 （第450回）
所 得 税

国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例の適用を受けた
国外中古建物を譲渡した場合の取得費

【質　問】
　私は、平成28年中に米国に所在する中古建物（以下「A建物」といいます。）を2,500万円で購入し、購入
直後から貸付けを行っていましたが、令和 4年12月に2,000万円で売却しました。
　A建物に係る不動産所得については損失が生じていましたが、A建物は、租税特別措置法第41条の 4の 3

第 2項第 1号に規定する「国外中古建物」に該当するため、令和 3年分については200万円の損失が同条同
項第 2号に規定する「国外不動産所得の損失の金額」として生じなかったものとみなされ、令和 4年分につ
いても、300万円の損失が「国外不動産所得の損失の金額」に該当する見込みです。
　A建物の譲渡時点までの償却費の累積額が1,200万円である場合、A建物の取得費はいくらになりますか。

【回　答】
　A建物に係る譲渡所得の計算上控除する取得費は、1,800万円になります。

【解　説】
　譲渡所得の計算上控除する取得費は、「その資産の取得に要した金額並びに設備費及び改良費の額の合計
額」とされ（所法38①）、譲渡所得の基因となる資産が家屋その他使用又は期間の経過により減価する資産
である場合には、上記の合計額に相当する金額から、減価償却費相当額（事業用に使用していた資産である
場合には、譲渡時までの減価償却費の累積額）を控除して計算しますが、租税特別措置法第41条の 4の 3《国
外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例》第 1項の規定（以下「本特例」といいます。）の適用を
受けた国外中古建物を譲渡した場合に、その譲渡所得の金額の計算上控除する資産の取得費を計算するとき
においては、「その資産の取得に要した金額並びに設備費及び改良費の額の合計額」から控除することとさ
れる「償却費の額の累積額」から、「本特例により生じなかったものとみなされた損失の金額に相当する金
額の合計額」を控除することとされています（措法41の 4の 3③）。
　すなわち、損益通算等ができなかった部分の減価償却費相当額について、本来であれば控除される取得費
の額から控除しないこととなります。
　つまり、A建物の譲渡所得の計算上控除される取得費の計算においては、A建物の購入費2,500万円から差
し引くこととされる償却費の額の累積額1,200万円から、本特例により生じなかったものとみなされた損失の
金額の合計額（令和 3年分につき200万円、令和 4年分につき300万円の計500万円）が控除されます（1,200

万円－500万円=700万円）。
　したがって、A建物の譲渡所得の計算上控除する取得費は、1,800万円（=2,500万円－700万円）となります。

【参　考】
１　国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の制限の概要

 　令和 2年度税制改正で、個人が、令和 3年以後の各年に、国外中古建物から生ずる不動産所得を有する
場合において、その年分の不動産所得の金額の計算上、その建物から生じる国外不動産所得の損失の金額
があるときは、その損失について、所得税法第26条《不動産所得》第 2項及び第69条《損益通算》第 1項
の規定その他の所得税に関する法令の規定の適用上、生じなかったものとみなすこととしています（措法
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総務部からのお知らせ
　去る９月27日（火）に、東京国税局において、定年年齢の引き上げに伴い令和７年３月31日に定

年退職を迎える東京国税局職員40名強を対象としてキャリアアップ研修（税理士開業に向けたアド

バイスを含む）が行われた。この研修の１コマで、当会の会員が税理士開業をした理由、税理士開

業の心構えなどの説明を行った。説明者は田中満会員（日本橋）及び田島孝会員（王子）の２名。

　なお、この研修の模様はビデオ収録され、同時期に定年退職を迎える税務署などの職員にもＷｅｂ

研修が行われることとなっている。

　受講者からのコメントは次のとおりである。

　 •　先輩方の話には、現実味があり、セカンドライフを検討する上での参考となった。

　 • �　申告書等を作成するだけでなく、事業全般のアドバイス等、コミュニケーションの重要性が

認識できた。

　 •　先輩の話を聴く機会がない中で貴重な研修であった。

※この研修は本年で３回目となるものである。

41の 4の 3①）。すなわち、その損失の金額については、国内の不動産から生じる不動産所得とのいわゆ
る所得内通算や不動産所得以外の所得との損益通算が制限されることとなります。

２　対象となる「国外中古建物」
 　国外中古建物とは、個人において使用され、又は法人において事業の用に供された国外にある建物であ
って、個人が取得をしてこれをその個人の不動産所得を生ずべき業務の用に供したもの（その不動産所得
の金額の計算上その建物の償却費として必要経費に算入する金額を計算する際に耐用年数をいわゆる「簡
便法」等により算定しているものに限ります。）をいいます（措法41の 4の 3②一）。

３　損益通算等が制限される「国外不動産所得の損失の金額」
 　国外不動産所得の損失の金額とは、その年分の不動産所得の金額の計算上、必要経費に算入した国外中
古建物ごとの償却費の額のうち、次の場合の区分に応じて、その金額の合計額をいいます（措法41の 4の
3②二、措令26の 6の 3①）。
⑴　国外中古建物の貸付けによる損失の金額<国外中古建物の償却費の額の場合
　�　国外中古建物の貸付けによる損失の金額
⑵　国外中古建物の貸付けによる損失の金額≧国外中古建物の償却費の額の場合
　�　国外中古建物の償却費の額に相当する金額

事務局休日のお知らせ
　桜友会事務局は、来る12月26日（月）から令和４年１月４日（水）までを年末年始の休日とさせ

ていただきます。

　会員の皆様にはご不便をおかけいたしますが、宜しくお願いいたします。
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第
29
回
桜
友
会
千
葉
県
ブ
ロ
ッ

ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
９
月
15
日

（
木
）
泉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に

ゴ
ル
フ
好
き
の
会
員
35
名
（
内
女

性
１
名
）
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、薄
曇
り
で
無
風
、

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
、
飯
田
博
世

話
人
代
表
の
挨
拶
、ル
ー
ル
説
明
、

集
合
写
真
の
撮
影
後
、
東
コ
ー
ス

及
び
南
コ
ー
ス
か
ら
順
次
ス
タ
ー

ト
し
、
全
員
が
無
事
に
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
初
参
加
の
川
口
美
千

男
会
員
（
東
金
・
茂
原
支
部
／
成

田
市
）、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
、

実
力
者
の
赤
坂
隆
会
員
（
上
野
支

部
／
千
葉
市
）
で
し
た
。
ま
た
最

年
長
87
歳
の
小
松
安
雄
特
別
会
員

（
船
橋
市
）
が
ニ
ア
ピ
ン
賞
を
獲

得
す
る
な
ど
、
80
代
の
会
員
の
活

躍
が
目
立
つ
大
会
で
し
た
。

　

次
回
は
第
30
回
の
記
念
大
会
、

表
彰
式
・
懇
親
会
を
催
し
、
会
員

相
互
の
親
睦
・
交
流
を
一
層
深
め

る
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�
（
竹
繁
昌
雄 

記
）

優
勝
者
の
言
葉

川
口
美
千
男

（
東
金
・
茂
原
）

　

桜
友
会
千
葉
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
ゴ

ル
フ
大
会
が
あ
る
か
ら
参
加
す
る

ぞ
と
、
古
賀
先
生
と
鴫
原
先
生
に

誘
わ
れ
て
、
今
回
初
め
て
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
、
熱
さ
は
和
ら

ぎ
多
少
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

　

一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
い

た
梶
澤
先
生
、
渡
邉
先
生
、
米
田

先
生
に
ご
迷
惑
を
掛
け
ま
い
と
思

い
な
が
ら
も
、
林
の
中
や
隣
の
コ

ー
ス
か
ら
打
つ
な
ど
思
い
通
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
米
田
先
生
に
は
当
日
唯
一

当
た
り
が
良
か
っ
た
Ｆ
Ｗ
に
つ
い

て
良
い
音
が
し
て
い
る
と
褒
め
て

頂
く
な
ど
、
と
て
も
楽
し
く
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
、
グ
ロ
ス
で
は

下
位
に
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
表

彰
式
等
が
中
止
の
た
め
直
ぐ
に
帰

泉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

順　

位

氏　

名

支　

部

グ
ロ
ス
ハ
ン
デ

ネ
ッ
ト

優　

勝

川
口
美
千
男

東
金
・
茂
原

108 

33.6 

74.4 

準
優
勝

古
賀
新
二

東
金
・
茂
原

89 

14.4 

74.6 

第
3
位

ベス
ト
グ
ロ
ス

赤
坂
　
隆

上　
　
　

野

80 

4.8 

75.2 

第
4
位

瀬
尾
至
弘

特
別
会
員

90 

14.4 

75.6 

第
5
位

竹
田
　
修

日　

本　

橋

90 

14.4 

75.6 

第
6
位

萩
原
修
一

成　
　
　

田

107 

31.2 

75.8 

第
7
位

岡
田
金
一

成　
　
　

田

88 

12.0 

76.0 

第
8
位

渡
邉
　
修

神　
　
　

田

94 

18.0 

76.0 

第
9
位

本
田
秀
次

小　

石　

川

105 

28.8 

76.2 

第
1 0
位

齊
藤
敏
正

千
葉
東
南

92 

15.6 

76.4 

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

２
日
後
の
午
前
中
、
畑
の
管
理

作
業
を
終
え
て
携
帯
電
話
を
見
る

と
、
竹
繁
先
生
か
ら
着
信
の
表
示

が
あ
り
、
何
事
か
と
急
い
で
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
先
日
の
ゴ
ル
フ
大
会

で
優
勝
で
す
」
と
の
こ
と
。
ま
さ

に
晴
天
の
霹
靂
、
寝
耳
に
水
、
再

度
聞
き
直
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

新
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
る
奇
跡
の

ハ
ン
デ
が
つ
い
た
こ
と
に
よ
る
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
の
優
勝
で
す

が
、
素
直
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

千
葉
会
場

ま
す
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
誘
っ
て
頂

い
た
古
賀
先
生
、
鴫
原
先
生
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
は
恥
ず

か
し
く
な
い
ス
コ
ア
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
大
会

の
開
催
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
世
話
人
代
表
の
飯
田
先
生
、

そ
し
て
幹
事
の
皆
様
方
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

令
和
４
年
度

　
「
桜
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催
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第28回　フォト・ギャラリー入賞者

順　位 賞 受　　賞　　者 作　品　名

1　位 桜 友 会 会 長 賞 魚路　和男（特別会員） 朝焼けの洞爺湖
2　位 ㈱桜友サービス社長賞 中場　義則（荻　窪） そっとなかよし
3　位 広 報 部 賞 市東　康男（渋　谷） 燃ゆる中尊寺、弁財天堂

［出展目録］� （支部編成順）

作　　者 支部名 新年号掲載作品 そ　の　他　の　作　品　名

小棹ふみ子 麹　町 那須　秋のおとずれ 春

福原　　徹 神　田 天の川銀河降臨

石井　博文 京　橋 チューリップ鮮やか ツツジと鳥居と

坂本　明美 京　橋 ジュラシックパーク⁉　inシナノ 弘前公園　夏のハート

山邉　廣重 芝 初夏に咲く大輪の花（泰山木） みかんをついばむメジロ

菊池　　修 上　野 アナベルの群れ（千葉・ドイツ村）

小林　次男 浅　草 夜の東京スカイツリー 紅葉とコラボ

三上　　貢 浅　草 筑波山頂

市東　康男 渋　谷 燃ゆる中尊寺、弁財天堂

中場　義則 荻　窪 そっとなかよし 満月の紅浅間と嬬恋キャベツ

玉川　良一 豊　島 秋山郷　蛇渕の滝 晩秋の山々

土屋　雅之 向　島 足立美術館（島根県）

本郷　昭一 江東東 海に飛び出すケイマフリ（海鳥） 夕焼けの光散乱現象

林　　一樹 町　田 たそがれ

西垣　　均 東村山 薄暮（天王洲運河）

石津　健鳳 神奈川県 春遠からじ

魚路　和男 特別会員 朝焼けの洞爺湖

　広報部主催の第28回フォト・ギャラリーが、
9月・10月に桜友会本部会議室及び桜友会ホ
ームページにおいて開催されました。
　本年は新型コロナの影響か出展者が少なく、
17名、25点の出展となりました。
　また、10月7日に行われた理事、支部長合
同会議の会場に作品を展示し、役員の皆さん

や業務研修会に出席の新入会員等に鑑賞と投票をお願いしました。さらに、桜友会ホームページに全作品を
掲載し、電子投票も行いました。その結果、多くの会員に投票していただきました。
　入賞作品の選考は広報部会で行い、桜友会会長賞、㈱桜友サービス社長賞、桜友会広報部賞の３作品が決
定しました。応募作品及び受賞作品は次表のとおりです。
　今回応募された作品のうち、一人１点を新年号に掲載する予定ですから、楽しみにしてください。
　なお、全出展作品は、来年夏まで桜友会ホームページに掲載しておりますので、いつでもご覧になること
ができます。
　広報部では、来年も夏の桜友美術館及び秋のフォト・ギャラリーを予定しておりますので、多数の皆様の
出展をお待ちしております。 （菊池　修　記）

第28回
フォト・ギャラリーの結果
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「税務大学校  公開講座」の御案内
　税務大学校では、租税に関する知識の普及等に寄与することを目的として、公開講座を開催しており、令和
４年度は、「税を考える週間」（11/11～17）に合わせて、大学教授及び税務大学校職員等を講師に、次のよ
うなテーマで６講座を予定しています。
　なお、公開講座を受講した税理士の方は、税理士の方に義務付けられている研修の受講時間として算入する
ことができます。
　この機会に、是非御覧ください。

１　日程及び講座の内容
　　11月11日（金）８時30分から17日（木）17時まで
　　※　この期間中は、いつでも受講可能です。

財産評価の課題と展望
～所得課税・資産課税における財産評価～

国税庁・税務大学校が行う国際支援について
～アジアを中心とした開発途上国への技術協力～

身近な酒税の豆知識
～「清酒」と「日本酒」は同じものですよね？etc～

生活用動産の譲渡益や学資援助の
債務免除益に所得税は課されるか

～非課税所得をめぐる個別的検討～

贈与税の課税の対象となる財産について

国際課税に関する
グローバルネットワークについて

< 講師 >
　中央大学法科大学院
　　　　教授　酒井　克彦

< 講師 >
　税務大学校　国際支援室
　　　　室長　今成　剛

< 講師 >
　税務大学校　専門教育部
　　　　教授　田口　義和

< 講師 >
　明治大学法科大学院
　　　　教授　岩﨑　政明

< 講師 >
　税務大学校　研究部
　　　　教授　森田　哲也

< 講師 >
　国税庁　国際業務課
　　国際課税分析官　鴇　彰博

（前税務大学校教授）

２　受講方法　インターネットによるオンデマンド配信
３　受 講 料　無料
４　申込方法　税務大学校ホームページの申込画面にて必要事項を入力
　　※　�申込みをされた方には、案内メールをお送りします。期間中の申し込み�

も可能です。
　　※　１講座当たりの受講時間はおおむね90分です。
　　※　�税理士の方に義務付けられている研修の受講時間として算入するためには、必要事項を�

記載の上、アンケートにお答えいただく必要があります。
　　※　１講座のみの受講も可能です。



第559号� 令和4年11月10日桜 友

－ 23－

【 知 っ 得 情 報 】【 知 っ 得 情 報 】
～ 税 理 士 試 験 の 受 験 資 格 の 見 直 し に つ い て ～

１　受験資格の見直し内容 
　 　令和 4年度の税制改正により、令和 5年度の税理士試験（第73回（予定））から、受験資格が次のとおり
変更となります。
　　・ 会計学に属する試験科目（簿記論・財務諸表論）の受験資格が不要となり、どなたでも受験が可能とな

ります。 
　　・ 税法に属する試験科目（所得税法、法人税法、相続税法、消費税法又は酒税法、国税徴収法、住民税又

は事業税、固定資産税）の受験資格のうち学識による受験資格が、次のとおり拡充されます。

見直し前（令和４年度の税理士試験以前） 見直し後（令和５年度の税理士試験以降）
学識 　大学、短大又は高等専門学校を卒業した者で、

法律学又は経済学に属する科目を 1科目以上履
修した者

　大学、短大又は高等専門学校を卒業した者で、
社会科学に属する科目を 1科目以上履修した者

　大学 3年次以上の学生で法律学又は経 済学
に属する科目を含め62単位以上を取 得した者

　大学 3年次以上の学生で社会科学に属する科
目を含め62単位以上を取得した者

　専修学校の専門課程（修業年限が 2年以上か
つ課程の修了に必要な総授業時数が1,700時間
以上に限る。）を修了した者等で、法律学又は
経済学に属する科目を 1科目以上履修した者

　専修学校の専門課程（修業年限が 2 年以上か
つ課程の修了に必要な総授業時数が1,700時間
以上に限る。）を修了した者等で、社会科学に
属する科目を 1科目以上履修した者

　司法試験に合格した者 同　左
　旧司法試験法の規定による司法試験の第二次
試験又は旧司法試験の第二次試験に合格した者 同　左

　公認会計士試験短答式試験合格者（平成18年
度以降の合格者に限る。） 同　左

公認会計士試験短答式試験全科目免除者　 同　左

２　社会科学に属する科目 
　 　社会科学に属する科目には、見直し前（令和４年度の税理士試験以前）の「法律学又は経済学に属する科目」
に該当していた科目のほか、社会学、政治学、行政学、政策学、ビジネス学、コミュニケーション学、教育
学、福祉学、心理学、統計学等の科目が該当します。
　 　なお、履修した科目が社会科学に属する科目に該当するかどうかが科目の名称から判定しかねる場合には、
授業内容が記載されている学生便覧や担当教授の専門分野等が分かるものを取り寄せた後、最寄りの国税局
又は沖縄国税事務所の人事課税理士試験担当係へご照会ください。

インフルエンザ感染にもご注意！！
　ここ 2年ほど、感染者が激減していたインフルエンザが、今年の冬は大流行すると予測されています。
　私事で恐縮ですが、今年満 65歳になり自治体から「高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ」なるもの
が届きました。説明文には、『国が定めた「予防接種法」に基づく予防接種で、自己負担は 1,500 円（一部公
費助成後）、希望者は指定の医療機関で接種してください。』という内容が書いてありました。
　このような助成制度があることを知らなかったので、得をした気分になって、隣の自治体に住んでいる同い
年の友人に「インフルエンザワクチン、自己負担が 1,500 円だって」と自慢気に電話で伝えたら、何と「こっ
ちは無料だよ！」って逆襲されてしまいました。
　自治体で自己負担額が違う・・・俺は、もしかして損をしている？
　いやいや、一番大事なのは感染予防、損得ではない。自分の健康は自分自身で守りましょう。（事務局員　記）
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令
和
４
年
夏
の
甲
子
園
の
高
校

野
球
は
仙
台
育
英
高
校
が
優
勝
し
、

初
め
て
優
勝
旗
が
白
河
の
関
を
越

え
た
画
期
的
な
大
会
だ
っ
た
。

　

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
須

江
監
督
が
語
っ
た
「
青
春
っ
て
す

ご
く
密
な
の
で
」
と
い
う
言
葉
が

聞
く
人
の
胸
に
強
く
響
い
た
。

　

大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
核
と
な
る
密
を
感
染
防
止
の
た

め
回
避
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
責
任

者
の
苦
悩
を
代
表
し
て
発
言
し
て

い
た
。

１　

現
代
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
気
質

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
３
年
経
っ
て

も
一
向
に
衰
え
な
い
状
況
で
、
大

学
の
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

最
近
は
徐
々
に
対
面
授
業
が
増

え
て
い
る
と
は
い
え
、
以
前
と
比

べ
る
と
登
校
の
頻
度
は
か
な
り
減

っ
て
気
の
毒
な
時
代
で
あ
る
。

　

私
の
事
務
所
で
も
毎
年
の
よ
う

に
求
人
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

応
募
す
る
大
学
生
の
履
歴
書
を
見

る
と
自
己
Ｐ
Ｒ
欄
に
ア
ル
バ
イ
ト

歴
を
書
い
て
い
る
人
が
非
常
に
多

い
こ
と
に
気
が
付
く
。

　

大
学
生
活
で
得
た
も
の
と
し
て

ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
う
従

来
型
の
も
の
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
特
に
長
期
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

経
験
を
挙
げ
て
い
る
。

　

先
日
の
テ
レ
朝
で
ガ
ク
・
チ
カ

（
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と

の
略
）
に
つ
い
て
学
生
の
４
分
の

１
は
面
接
で
嘘
を
つ
い
て
い
る
と

報
じ
て
い
た
が
、
学
園
生
活
の
思

い
出
が
少
な
い
に
し
て
も
寂
し
い

話
だ
。

　

昔
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
は
苦
学

生
と
し
て
学
費
を
稼
い
で
家
計
を

助
け
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、

今
は
旅
行
・
趣
味
・
貯
蓄
と
い
っ

た
自
分
の
生
活
目
的
で
飲
食
店
の

接
客
、
塾
講
師
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ス

ー
パ
ー
の
レ
ジ
、
イ
ベ
ン
ト
軽
作

業
等
に
従
事
し
て
い
る
。

　

最
近
の
若
者
の
特
徴
は
野
心
や

欲
が
な
く
、
現
状
に
不
満
を
持
っ

て
い
な
い
か
、
持
っ
て
い
て
も
表

に
出
さ
な
い
。
叱
ら
れ
る
こ
と
が

嫌
い
で
褒
め
て
も
ら
い
た
が
る
。

や
り
た
い
こ
と
を
や
る
マ
イ
ペ
ー

ス
型
等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
単
な

る
稼
ぎ
場
と
し
て
で
は
な
く
、
就

職
活
動
を
意
識
し
て
そ
の
職
場
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
た
め
自
分
と
違
う
世
代
と
関
わ

る
人
も
お
り
、
責
任
感
が
あ
る
人

は
即
採
用
し
た
く
な
る
。

２�　

私
の
ア
ル
バ
イ
ト
遍
歴
と
働

き
方
に
つ
い
て

　

半
世
紀
も
昔
の
話
だ
が
、
私
は

４
年
間
の
仙
台
の
学
生
生
活
の
中

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
活
の
合
間

に
様
々
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
。

　

１
年
目
の
12
月
は
創
業
安
政

元
年
と
い
う
仙
台
味
噌
の
老
舗

「
佐
々
重
」
で
自
転
車
に
乗
り
、
味

噌
の
量
り
売
り
の
配
達
を
し
た
。

　

２
年
目
の
冬
場
は
屋
内
ス
ケ
ー

ト
場
で
貸
し
靴
の
管
理
と
い
う
退

屈
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時

に
ス
ケ
ー
ト
の
滑
り
方
を
覚
え
た
。

　

３
年
の
12
月
は
仙
台
駅
裏
に
昔

あ
っ
た
通
称
エ
ッ
ク
ス
橋
の
キ
ャ

バ
レ
ー
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
で

皿
洗
い
を
し
た
。

　

師
走
の
キ
ャ
バ
レ
ー
は
大
賑
わ

い
で
必
死
に
働
い
て
い
た
が
、
バ

イ
ト
期
限
が
終
わ
る
頃
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
呼
び
だ
さ
れ
、
仕
事
を
辞
め

な
い
で
こ
の
ま
ま
是
非
続
け
て
ほ

し
い
と
懇
願
さ
れ
た
。

　

同
じ
店
で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
や

っ
て
い
た
Ｓ
さ
ん
は
学
業
を
辞
め

て
水
商
売
が
本
業
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
私
は
お
誘
い
を
丁
重
に

お
断
り
し
た
。

　

４
年
目
は
就
活
の
年
と
な
り
、

５
月
頃
第
一
志
望
の
北
海
道
拓
殖

銀
行
（
現
北
洋
銀
行
）
を
受
け
て

落
ち
、
あ
わ
て
て
次
に
受
け
た
日

清
紡
に
採
用
さ
れ
た
。

　

10
月
に
東
京
本
社
の
人
事
課
か

ら
内
定
者
が
全
員
呼
ば
れ
、
そ
の

時
に
交
通
費
相
当
の
予
定
外
の
金

が
入
っ
た
の
で
気
が
大
き
く
な

り
、
当
時
流
行
の
小
田
実
の
「
何

で
も
見
て
や
ろ
う
」
精
神
で
ド
ン

ド
ン
南
下
し
て
南
の
果
て
鹿
児
島

ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
持
ち
合
わ
せ

の
資
金
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
北
海
道
の
実
家
に
電
報

で
鹿
児
島
の
旅
館
宛
に
送
金
依
頼

を
し
た
。

　

万
が
一
金
が
来
な
い
場
合
を
想

定
し
、
旅
館
の
女
将
に
も
し
３
日

間
待
っ
て
送
金
が
無
い
場
合
は
住

み
込
み
で
得
意
の
？
皿
洗
い
で
も

何
で
も
す
る
の
で
こ
こ
で
働
か
せ

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、何
故
か
快
く
受
け
て
く
れ
た
。

　

桜
島
を
眺
め
な
が
ら
送
金
を
待

っ
こ
と
３
日
目
に
電
報
為
替
が
届

い
た
。

　

電
報
文
に
は
忘
れ
も
し
な
い

「
バ
カ
モ
ノ　

ス
グ
カ
エ
レ
」
と

書
か
れ
て
あ
り
、
普
段
め
っ
た
に

怒
る
こ
と
の
無
い
親
父
を
完
全
に

怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

怒
る
の
も
無
理
も
な
い
が
、
送

金
が
無
く
鹿
児
島
の
旅
館
で
の
バ

イ
ト
も
や
っ
て
み
た
か
っ
た
・・・
。

　

電
報
で
の
や
り
取
り
は
今
で
い

う
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
と
間
違
え

そ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

鹿
児
島
を
あ
と
に
し
て
一
路
仙

台
へ
と
は
向
か
わ
ず
、
京
都
に
途

中
下
車
し
、
立
命
館
に
い
る
高
校

同
期
の
Ｗ
君
の
下
宿
に
居
候
し

て
、「
平
安
製
作
所
」
で
自
動
車

の
オ
イ
ル
パ
ン
の
徹
夜
の
板
金
作

業
を
10
日
間
程
や
っ
た
。

　

鉄
板
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
凄
ま

じ
い
騒
音
の
職
場
環
境
だ
が
工
賃

は
高
く
、
懐
を
暖
か
く
し
て
意
気

揚
々
と
仙
台
に
戻
っ
た
。

　

し
か
し
、
下
宿
に
は
ち
ょ
っ
と

東
京
へ
行
っ
て
き
ま
す
と
言
っ
た

ま
ま
１
か
月
も
音
信
不
通
に
し
た

の
で
心
配
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
年
は
喫
茶
店
の
ウ
エ
イ
タ

ー
、
近
所
の
家
庭
教
師
、
冬
に
帰

省
の
際
の
除
雪
人
夫
（
屋
根
の
雪

下
ろ
し
）
等
、
職
種
に
貴
賎
な
し

の
信
念
で
い
ろ
い
ろ
と
働
い
た

が
、
無
駄
と
思
わ
れ
る
も
の
は
一

つ
も
な
か
っ
た
。

　

昨
今
は
働
き
方
改
革
の
提
唱
も

あ
り
、
非
正
規
雇
用
者
の
待
遇
改

善
、
超
過
残
業
削
減
な
ど
と
共
に

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が

尊
重
さ
れ
、
副
業
・
兼
業
の
許
可

等
、
働
き
方
も
多
様
化
し
て
い
る

が
、「
働
く
こ
と
」
は
自
分
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
昔
か
ら
言
わ

れ
る
よ
う
に
「
ハ
タ
を
ラ
ク
に
さ

せ
る
こ
と
」
に
意
義
が
あ
る
。

　

わ
た
し
的

4

4

4

4

に
言
え
ば
「
ハ
タ
迷

惑
」
と
感
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

潔
く
看
板
を
下
ろ
し
た
い
。

ア
ル
バ
イ
ト
今
昔
物
語

並
河
義
博
（
東
村
山
）
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は
じ
め
に

　

樋
口
一
葉
の
暮
ら
し
た
町
は
、

主
に
本
郷
区
菊
坂
町
、
下
谷
区
龍

泉
寺
町
、本
郷
区
丸
山
福
山
町（
い

ず
れ
も
旧
町
名
）
で
あ
る
。
彼
女

は
こ
の
町
で
何
を
見
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
作
品
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
の
か
。
そ
れ
ら
を

中
心
に
書
い
て
み
た
い
。

　

一
葉
は
、
父
親
の
事
業
の
失
敗

や
死
か
ら
赤
貧
へ
と
陥
っ
た
。
相

続
戸
主
と
な
り
、
母
や
妹
を
抱
え

女
三
人
の
糧
を
生
み
出
す
責
任
に

迫
ら
れ
た
。

　

ま
た
、転
居
を
繰
り
返
す
度
に
、

自
ら
の
貧
し
さ
に
加
え
、
社
会
の

矛
盾
や
理
不
尽
さ
を
感
じ
涙
し

た
。
商
品
化
さ
れ
た
女
性
、
男
尊

女
卑
、貧
富
の
差
へ
の
涙
で
あ
る
。

　

一
葉
は
、
こ
れ
ら
に
触
発
さ
れ

「
女
だ
か
ら
こ
そ
書
け
る
」
と
念

じ
つ
つ
、
創
作
意
欲
を
奮
い
立
た

せ
た
。
お
そ
ら
く
、
た
び
重
な
る

転
居
が
な
け
れ
ば
、
名
作
は
誕
生

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
画
家
鏑
木
清
方
は
、
鼻
筋

の
通
っ
た
美
人
に
描
い
て
い
る

が
、
身
長
五
尺
（
百
五
十
㌢
）
足

ら
ず
、
髪
は
う
す
く
美
人
と
は
い

え
な
い
が
、
目
に
輝
き
が
あ
っ
た

と
解
説
す
る
書
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
一
葉

は
、
小
説
の
指
導
者
で
あ
っ
た
半
な
か
ら

井い

桃と
う

水す
い
と
の
情
熱
的
な
恋
に
陥
る
。

し
か
し
、
職
業
作
家
と
し
て
の
信

念
は
、
恋
よ
り
勝
っ
て
い
た
。
と

は
い
え
、
桃
水
へ
の
想
い
は
、
常

に
付
き
ま
と
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

天
才
一
葉
は
、
二
十
四
歳
八
月

で
病
没
す
る
が
、僅
か
十
四
月
で
、

代
表
的
な
作
品
の
多
く
を
書
き
上

げ
て
い
る
。

生
い
立
ち

　

一
葉
（
本
名
奈
津
）
は
、
明
治

五
年
旧
暦
三
月
二
十
五
日
（
新
暦

五
月
二
日
）、
父
則
義
、
母
滝
の

次
女
と
し
て
東
京
内
幸
町
の
官
吏

の
家
に
生
ま
れ
る
。
本
年
は
、
生

誕
百
五
十
年
を
迎
え
た
。
な
お
、

筆
名
で
夏
子
、
な
つ
も
使
用
し
て

い
る
。

　

一
葉
は
、
二
十
四
年
と
い
う
短

い
生
涯
に
、『
た
け
く
ら
べ
』『
に

ご
り
え
』な
ど
の
名
作
を
残
し
た
。

ち
な
み
に
、『
た
け
く
ら
べ
』は「
丈

比
べ
」（
背
比
べ
）、『
に
ご
り
え
』

は
「
濁
り
江
」（
濁
っ
て
い
る
入

り
江
）
の
意
味
で
あ
る
。

　

二
十
歳
で
職
業
作
家
と
し
て
文

壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
そ
の
後
、

四
年
間
に
二
十
数
編
の
小
説
を
発

表
し
、
高
い
名
声
を
得
た
。
関
礼

子
氏
に
よ
れ
ば
、「
生
前
の
短
命

と
没
後
に
お
け
る
評
価
の
長
命
」

「
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
彗
星
の
よ

う
に
忽
然
と
姿
を
消
し
た
作
家
」

で
あ
り
、
文
学
史
に
名
を
と
ど
め

た
作
家
で
あ
る
。

　

一
葉
は
、
裕
福
な
子
ど
も
時
代

を
過
ご
し
、
聡
明
な
少
女
と
し
て

成
長
し
た
。
小
学
校
高
等
科
を
首

席
で
修
了
す
る
が
、「
女
に
学
問

は
必
要
な
い
」
と
の
母
親
の
方
針

か
ら
、
そ
れ
以
降
学
校
に
通
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　

則
義
は
、
津
田
梅
子
の
話
を
耳

に
し
、
新
し
い
時
代
は
女
子
教
育

で
あ
る
と
感
じ
、
明
治
十
九
年
、

一
葉
十
四
歳
の
と
き
、
高
名
な
歌

人
中
島
歌
子
の
歌
塾
「
萩は
ぎ

の
舎や

」

に
入
塾
さ
せ
る
。塾
生
の
多
く
は
、

皇
族
、
華
族
、
名
家
で
占
め
ら
れ

て
い
た
。
晴
れ
着
な
ど
の
着
物
を

お
互
い
に
見
比
べ
る
な
ど
、
虚
栄

の
世
界
で
も
あ
っ
た
。

　

一
葉
は
、
六
十
人
以
上
が
集
ま

る
歌
会
の
席
で
最
高
点
を
取
っ

た
。「
着
物
は
み
す
ぼ
ら
し
く
て

も
、
歌
の
才
能
で
は
お
金
持
ち
の

お
嬢
様
た
ち
に
負
け
な
い
わ
よ
」

と
思
っ
て
い
た
。
一
葉
は
、
負
け

ん
気
の
強
い
女
性
で
あ
っ
た
。

　

則
義
は
、
明
治
二
十
二
年
、
一

葉
十
七
歳
の
と
き
事
業
に
失
敗
し

借
金
を
抱
え
病
没
す
る
。

　
菊
坂
町

　

一
葉
は
、
明
治
九
年
四
月
か
ら

十
四
年
ま
で
本
郷
六
丁
目
五
番
地

に
住
ん
で
い
た
。
庭
の
築
山
に
大

き
な
桜
が
あ
り
、「
桜
の
宿
」
と

呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
則
義
の

死
は
、
家
族
の
暮
ら
し
を
一
変
さ

せ
る
。

　

明
治
二
十
三
年
、
本
郷
区
菊
坂

七
十
（
現
在
の
本
郷
四
丁
目

三
十
二
番
地
）
の
借
家
に
転
居
す

る
。
こ
こ
で
、
十
八
歳
か
ら
の
四

年
を
過
ご
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅
か
ら
は
、
白
山

通
り
を
西
片
方
面
に
進
み
、
言
問

通
り
「
菊
坂
下
」
の
交
通
標
識
辺

り
で
あ
る
。

　

菊
坂
の
入
り
口
に
は
、
一
葉
が

終
生
世
話
と
な
る
伊
勢
屋
質
店
が

あ
っ
た
。「
蔵
の
う
ち
に　

春
か

く
れ
行　

こ
ろ
も
が
え
」
と
詠
ん

で
い
る
。

　

菊
坂
は
、
菊
坂
上
通
り
と
、
昔
、

溝
川
が
流
れ
て
い
た
下
通
り
が
あ

る
。
一
葉
の
家
は
、
下
通
り
に
面

し
て
い
た
。

　

戦
災
に
遭
わ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
で
も
路
地
が
入
り
組
ん

で
い
る
。
手
押
し
ポ
ン
プ
の
井
戸

は
、
一
葉
を
語
る
と
き
必
ず
登
場

す
る
貴
重
品
で
あ
る
。

　

菊
坂
は
、
本
郷
台
地
の
谷
あ
い

に
あ
り
、地
図
に
は
「
菊
坂
の
谷
」

と
あ
る
。
そ
の
谷
か
ら
台
地
で
あ

る
春
日
通
り
へ
の
登
り
坂
が
、
鎧
あ
ぶ
み

坂ざ
か

、
炭た

団ど
ん

坂ざ
か

で
あ
る
。

　

一
葉
は
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
本
郷
菊
坂
の
借
家
は
坂
下

の
路
地
の
裏
に
あ
り
、
日
当
た
り

が
悪
か
っ
た
。
家
の
中
で
す
る
話

が
筒
抜
け
に
な
る
。
家
賃
が
安
い

家
を
探
す
と
、
土
地
の
低
い
方
へ

低
い
方
へ
移
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

っ
た
。
谷
底
か
ら
は
、
空
が
切
り

取
ら
れ
て
見
え
る
と
。�（
つ
づ
く
）

樋
口
一
葉
の
暮
ら
し
た
町 

㈠

鈴
木
康
雄
（
船
橋
）
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片
親
育
ち
、
就
職
厳
し
き
狭
き

門
、
こ
こ
し
か
な
い
と
飛
込
み
、

我
武
者
ら
職
務
遂
行
の
二
十
年
。

　

有
能
人
材
競
う
法
人
税
課
の
全

管
を
指
揮
・
統
括
す
る
使
命
の
局

法
人
税
課
の
席
、
最
後
の
華
を
咲

か
さ
ん
と
果
敢
な
取
組
み
、
そ
し

て
、
更
に
、
税
務
調
査
の
真
髄
と

も
言
え
る
通
達
作
成
に
挑
む
。

　
『
代
表
者
に
係
る
情
報
の
収
集

と
活
用
』
な
る
当
方
の
個
人
名
通

達
作
成
、
こ
れ
ま
で
の
手
練
・
根

性
・
知
恵
の
総
て
を
打
ち
込
む
。

　

振
り
返
る
と
当
時
の
職
場
は
、

『
税
取
り
職
人
』
の
競
い
の
場
。

　

間
税
・
酒
税
係
で
は
、
脇
坂
国

税
局
長
発
行
の
『
酒
造
必
携
』
が

配
ら
れ
、
杜
氏
並
み
の
酒
造
認
識

が
求
め
ら
れ
る
。

　

頻
発
し
た
ど
ぶ
ろ
く

4

4

4

4

以
下
密
造

酒
、
酒
税
確
保
に
向
け
、
そ
の
取

締
に
は
、
ブ
ツ
（
犯
則
物
件
）
を

見
た
瞬
間
、
そ
れ
が
酒
類
・
そ
れ

以
外
（
酒
精
分
一
％
未
満
）
で
あ

る
か
を
見
抜
く
才
覚
が
決
め
手
。

　

直
税
系
で
は
、
沸
騰
す
る
不
動

産
売
買
に
便
乗
す
る
裏
契
（
売
買

価
額
圧
縮
）、
そ
れ
を
見
破
る
に

は
、
鑑
定
士
並
み
、
否
そ
れ
以
上

の
相
場
・
適
性
時
価
感
覚
肝
要
。

　

そ
し
て
、
商
店
を
覗
け
ば
、
一

目
千
両
（
一
日
当
り
売
上
、
ア
ラ

利
益
率
等
）
判
定
能
力
必
須
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
上
司
・
先
輩

か
ら
徹
底
的
に
仕
込
ま
れ
る
が
、

職
人
の
世
界
で
は
、
達
人
が
己
の

至
極
ワ
ザ
を
教
え
る
こ
と
は
し
な

い
か
ら
、
究
極
己
が
そ
の
世
界
に

全
身
全
霊
打
込
み
、
四
六
時
中
税

取
り
職
人
の
根
性
で
問
題
意
識
持

ち
、
研
ぎ
澄
ま
せ
た
セ
ン
ス
に
鍛

え
あ
げ
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
超
え
て
、
全

身
ワ
ザ
師
の
プ
ロ
、
税
取
り
職�

人
、
今
の
職
場
体
制
に
移
行
す
る

機
構
改
革
の
と
き
に
は
、『
医
師
・

弁
護
士
に
並
ぶ
専
門
職
』と
表
現
。

　

そ
ん
な
、
税
取
り
職
人
に
し
て

最
有
効
な
の
が
「
代
表
者
の
個
人

情
報
…
」。
こ
の
収
集
は
二
つ
、

　

調
査
先
の
決
っ
て
い
る
先
の
代

表
者
個
人
、
そ
れ
と
普
遍
的
に
選

ん
だ
代
表
者
個
人
。

　

脱
税
は
、
個
人
の
打
算
の
産�

物
、
だ
か
ら
そ
れ
を
根
こ
そ
ぎ
把

握
す
れ
ば
、
企
業
に
至
る
全
貌
掴

め
る
が
、
そ
の
実
効
手
段
が
現
況

調
査
、
生
ゆ
る
で
は
ダ
メ
、
不
正

あ
っ
て
許
さ
れ
る
調
査
だ
か
ら
、

辞
表
懐
の
強
烈
パ
ン
チ
の
覚
悟
が

必
要
。

　

普
遍
的
な
情
報
収
集
は
、
大
切

な
管
内
情
勢
把
握
と
共
に
、
巷
の

高
級
料
理
屋
、
待
合
、
ク
ラ
ブ
・

高
級
バ
ー
等
に
出
向
い
て
行
う
。

　

安
月
給
の
身
、
そ
の
様
な
所
に

容た
や
す易
く
出
入
り
出
来
な
い
が
、
当

時
の
職
場
は
、
外
部
と
の
風
通
し

が
良
く
、
既
に
在
野
で
稼
働
し
て

い
る
先
輩
達
が
、
こ
ち
ら
の
心
情

を
汲
取
っ
て
、
そ
う
し
た
店
に
案

内
し
て
く
れ
る
。

　

当
然
、
身
分
隠
し
た
ま
ま
、
バ

ー
の
店
主
や
チ
ー
フ
な
ど
と
、
気

軽
な
酔
っ
払
い
ア
ン
ち
ゃ
ん
を
気

取
っ
て
談
笑
、
巧
み
な
探
り
で
、

こ
ち
ら
の
狙
い
、
派
手
な
遊
び�

人
・
動
く
金
庫
ぶ
る
デ
ブ
・
女
に

持
て
ぶ
る
ハ
ゲ
、
等
の
名
や
会
社

名
が
出
て
も
、「
ア
ハ
ハ
面
白
い

…
」
と
軽
く
聞
き
流
す
振
り
に
徹

す
る
。

　

そ
の
後
、目
指
す
人
物
の
人
相
・

身
形
・
所
持
品
を
そ
っ
と
観
察
。

　

不
正
所
得
の
資
産
化
に
は
、
仮

名
・
無
記
名
預
金
が
目
だ
っ
た�

が
、
不
動
産
・
絵
画
に
続
い
て
、�

金
・
宝
石
を
始
め
贅
沢
品
も
多
々

あ
る
。

　

当
方
は
、
遊
び
泥
酔
の
ふ
り
し

て
軽
口
の
や
り
取
り
、
だ
が
、
店

を
出
る
と
表
情
一
変
一
目
散
自
宅

に
駆
け
込
み
、
先
刻
店
で
得
た
会�

話
・
盗
み
見
等
脳
に
た
た
き
込
ん
だ

税
取
り
職
人
特
有
の
情
報
を
、全
て

漏
ら
さ
ず
記
録
す
る
の
が
特
技
。

　

こ
う
し
た
当
方
の
積
重
ね
の
知

識
と
知
恵
を
支
え
に
し
て
、
優
良

調
査
事
績
の
中
か
ら
、
代
表
者
の

情
報
取
得
並
び
に
そ
の
活
用
に
お

い
て
、
果
敢
な
る
成
功
事
例
を
ベ

ー
ス
に
、
通
達
に
仕
立
て
上
げ
る

が
、
そ
の
目
線
は
、
も
ち
ろ
ん
職

場
の
意
気
・
士
気
高
揚
、
他
に
も

あ
る
。

　

税
務
職
は
、
高
卒
採
用
か
ら
大

卒
導
入
に
移
っ
て
い
た
。

　

職
人
の
世
界
で
は
、
未
だ
世
間

を
知
ら
ぬ
若
輩
者
が
、
選
ん
で
入

っ
た
技
術
の
職
場
で
、
た
だ
一
筋

に
打
ち
込
ん
で
一
人
前
に
な
る
も

の
で
、
旺
盛
な
知
識
と
教
養
を
身

に
付
け
、
世
間
を
知
り
人
と
し
て

の
振
る
舞
い
も
弁
え
た
年
代
に
は

向
か
な
い
と
し
て
い
た
、

　
『
中
年
も
の
』
と
言
い
、
当
然

大
卒
は
そ
の
範
疇
。

　

税
務
の
第
一
線
が
、
税
取
り
職

人
か
ら
中
年
も
の
中
心
に
変
っ

て
、
職
場
は
ど
う
な
る
…
、
い
ま

活
躍
中
の
苦
労
人
達
の
脳
裏
掠
め

る
。

　

ど
の
様
な
状
態
に
な
ろ
う
と
も

そ
こ
は
、「
我
は
富
士
、
他
は
並

の
山
」
と
、
胸
を
張
る
役
人
社
会

の
中
で
も
最
優
秀
頭
脳
の
大
蔵
官

僚
、
霞
が
関
の
ス
タ
ッ
フ
が
最
善

の
体
制
を
整
え
る
こ
と
請
合
い
だ

か
ら
心
配
な
い
が
、
我
々
現
場
の

職
員
か
ら
す
る
と
、
戦
後
の
混
乱

か
ら
ヤ
ミ
経
済
社
会
、
未
だ
も
っ

て
横
行
す
る
仮
名
・
無
記
名
・
偽

名
貸
金
庫
の
氾
濫
の
中
で
、
体
を

張
っ
て
専
念
、
納
税
道
義
向
上
に

向
け
尽
く
し
た
記
録
残
す
こ
と

が
、
自
分
達
の
存
在
証
明
、
今
後

の
法
人
税
課
の
た
め
に
も
大
事
と

考
え
た
。

　

斯
く
て
、『
代
表
者
に
係
る
…
』

通
逹
完
成
、
退
職
の
日
。（
続
く
）

我
が
国
税
実
査
官
時
代　

⑧

竹
田
　
汎
（
芝
）
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入会、事務所移転、住居表示・電話・FAX等の変更、訂正
支部名 氏　　　名 郵便番号 税理士事務所 電　話 ＦＡＸ 備　　考

麹　町 大　井　直　人 102-0076
千代田区五番町6-2
　ホーマットホライゾン6階
　　OAG税理士法人

03-3237-7530 03-3237-7531 入会

麹　町 大　野　隆　二 102-0073 千代田区九段北1-2-1
　九段中央ビル9階 03-6380-8634 03-6380-9832 入会

麹　町 中戸川　　　誠 102-0074 千代田区九段南3-9-4
　エルハイム麹町604号室 03-6380-8462 03-6380-8463 入会

麹　町 西　村　英　樹 102-0084 千代田区二番町1-2
　番町ハイム1011号室 050-3692-4482 050-3488-9026 入会

神　田 秋　元　秀　仁 101-0053 千代田区神田美土代町11-7
　神田美土代ビル4F 090-4206-4721 03-3219-2292 入会

神　田 小　俣　智　之 101-0051 千代田区神田神保町3-23-3
　メゾン千代田502号室 03-5357-1487 03-6256-9764 入会

神　田 田　中　千　之 101-0062 千代田区神田駿河台1-2-5
　駿河台ビル5階 080-5436-9707 入会

神　田 松　﨑　也寸志 101-0047 千代田区内神田2-12-5
　翔和No.8神田ビル8階 03-3527-1156 03-6206-9493 入会

神　田 笠　　　秀　則 101-0021 千代田区外神田6-12-4
　ビックウエストビル1階 03-3834-3601 03-5817-8226 入会

日本橋 青　木　幸　弘 103-0001 中央区日本橋小伝馬町7-2-10階 070-9031-7760 入会

日本橋 井　手　政　紀 103-0003 中央区日本橋横山町3-1
　横山町ダイカンプラザ804 03-6661-9369 03-6661-9369 入会

日本橋 森　田　　　修 103-0013 中央区日本橋人形町1-18-6
　鳥近ビル3F 03-6823-7138 03-3666-3302 入会

京　橋 石　井　　　徹 104-0054 中央区勝どき4-9-10
　blue horizon502 03-6910-1973 03-6910-1974 入会

京　橋 垣　内　　　良 104-0033 中央区新川2-2-1
　いづみハイツ茅場町802 03-6262-8780 03-6262-8781 入会

京　橋 川　口　桂　司 104-0061 中央区銀座1-16-5
　銀座三田ビル303 03-6263-0709 03-6264-4546 入会

京　橋 丸　山　聖　司 104-0028 中央区八重洲2-4-1
　住友不動産八重洲ビル8F 03-3242-0301 03-3242-2606 入会

芝 　岡　紀　之 105-0013 港区浜松町1-29-10
　コシバビル4階 090-1736-0599 03-5472-4814 入会

芝 土　川　竜　一 105-0014 港区芝3-20-4
　大月ビル201 03-6809-5271 入会

芝 矢　田　公　一 108-0074 港区高輪2-14-14
　高輪グランドハイツ1102号 03-6456-3227 03-6456-3228 入会

四　谷 井　上　栄　一 160-0022 新宿区新宿1-32-11
　山口ビル2階 090-5874-1025 03-6709-9544 入会

四　谷 坂　井　一　雄 162-0843 新宿区市谷田町3-6-4F
　税理士法人クオリティ･ワン 03-6804-1616 入会

四　谷 山　添　勇　治 160-0022 新宿区新宿2-2-1
　ビューシティ新宿御苑1002 03-6457-7380 03-6457-7381 入会

麻　布 水　田　　　剛 106-0045 港区麻布十番2-13-8
　ココハウス2階 03-3453-0211 03-3453-7772 入会

本　郷 庵　原　哲　也 113-0033 文京区本郷3-27-9
　アンリツビル4F 03-3812-3620 03-3812-3556 入会

本　郷 佐　藤　貴　司 113-0031 文京区根津1-1-21
　ゼネラル根津105 03-6823-4703 03-5842-1619 入会

上　野 小　山　俊　明 110-0015 台東区東上野4-27-8
　向津ビル3階 03-5246-4272 03-5246-4329 入会

上　野 冨　山　　　健 110-0015 台東区東上野5-1-8 03-6802-8141 03-3843-1078 入会

浅　草 大　坂　正　廣 111-0053 台東区浅草橋3-6-2
　幸正ビル4階 03-3851-0555 03-5809-1035 入会

玉　川 内　野　　　茂 154-0012 世田谷区駒沢4-33-19 070-4218-8715 入会

渋　谷 田　畑　晶　司 150-0041 渋谷区神南1-5-19
　ハレ神南501 03-6809-0445 03-6809-0446 入会

渋　谷 吉　永　悦　郎 150-0002 渋谷区渋谷3-16-3
　第1ミネギシビル5F 03-5909-7331 03-5909-7332 入会
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入会、事務所移転、住居表示・電話・FAX等の変更、訂正
支部名 氏　　　名 郵便番号 税理士事務所 電　話 ＦＡＸ 備　　考

新　宿 大久保　嘉　一 161-0033 新宿区下落合1-3-16
　ジョリーメゾンヌベル下落合404号 03-3227-1120 03-5937-2372 入会

板　橋 小　池　哲　夫 174-0053 板橋区清水町79-2
　パールハイツ202 090-1810-2860 03-3963-9992 入会

練馬西 柴　間　　　敬 178-0063 練馬区東大泉2-42-8-1104
　プラウドシティ大泉学園 090-8642-6728 入会

練馬西 竜　口　博　至 177-0044 練馬区上石神井2-12-5-108 03-5991-9867 03-5991-9867 入会

豊　島 早　瀬　明　夫 170-0003 豊島区駒込2-14-15 090-8493-6705 入会

王　子 野　口　球　永 115-0055 北区赤羽西6-10-17 080-9382-7905 入会

足　立 君　付　　　真 121-0813 足立区竹の塚5-34-8 03-5856-7828 入会

江戸川 梅　原　　　学 132-0033
江戸川区東小松川1-10-22
　コーポみはる1階
　　後田明男税理士事務所

03-3654-1100 03-3654-5550 入会

江東西 車　　　直　和 135-0001
江東区毛利2-5-8
　ローズハイツ102
　　税理士法人ゆたか綜合事務所

03-3633-7688 03-3632-3036 入会

江東西 山　中　将　司 135-0001 江東区毛利2-2-8
　誠和ビル2階 03-5600-8688 入会

江東東 室　谷　幸　一 136-0072 江東区大島7-30-11-202 03-3638-3801 03-3638-3801 入会

立　川 浦　川　宏　道 186-0004 国立市中1-10-33
　TOP ONE国立ビル 042-574-3900 042-574-3909 入会

立　川 中　西　文　信 185-0031 国分寺市富士本2-21-6 090-5819-3685 042-571-3887 入会

立　川 野　池　　　博 190-0023 立川市柴崎町2-5-3
　SOHOプラザ立川302 080-7270-0277 042-506-0288 入会

神奈川県
（川崎南） 安　宅　　　彰 210-0804 川崎市川崎区藤崎4-33-24 044-577-3492 044-577-3492 入会

神奈川県
（横浜南） 池　田　隆　司 236-0052 横浜市金沢区富岡西4-17-13-1 045-878-5623 045-878-5623 入会

神奈川県
（神奈川） 菅　　　良　彦 221-0001 横浜市神奈川区西寺尾2-14-20 045-402-5507 045-402-5507 入会

神奈川県
（横浜中央） 森　　　幸　夫 231-0005 横浜市中区本町3-24

　本町中央ビル307号 045-222-0225 045-222-0518 入会

千葉東南 北　島　秀　晃 261-0004 千葉市美浜区高洲3-15-3-501 043-377-8041 043-377-8041 入会

柏 小　幡　智　彦 277-0843 柏市明原4-6-5 04-7144-0625 04-7144-0625 入会

柏 櫻　井　和　彦 277-0084 柏市新柏2-11-16 090-7262-9746 入会

柏 平　松　敏　明 277-0005 柏市柏6-4-24
　柏ビルディング3階Pルーム 090-8011-7225 入会

成　田 櫻　井　裕　治 286-0033 成田市花崎町816
　つるやビル402号 080-1582-9654 050-3145-8212 入会

木更津 山　田　　　晃 293-0002 富津市二間塚552 0439-27-1264 0439-27-1284 入会

山　梨 内　藤　晃　由 400-0118 甲斐市竜王1152-1 055-278-1385 055-278-1385 入会

その他 小　原　清　志 336-0021 さいたま市南区別所5-15-2
　税理士法人さくら税務　武蔵浦和オフィス 048-767-6202 048-767-6201 入会

特別会員 島　澤　保　文 入会

麹　町 富　川　泰　敬 102-0083 千代田区麹町3-4-25
　麹町K-118ビル9F-10F 03-4362-6262 03-4362-6262 事務所移転

神　田
（本　郷） 牧　野　隆　司 101-0024 千代田区神田和泉町1-6-1

　インターナショナルビル403号室 03-3830-0434 03-3863-5169 事務所移転

芝 池　田　秀　樹 105-0004 港区新橋4-31-6
　グランデ新橋ビル3階 03-6435-7720 03-6435-7725 事務所移転

芝
（日本橋） 佐　藤　謹　二 105-0004 港区新橋4-31-6

　グランデ新橋ビル2階 03-6264-9669 03-3432-2220 事務所移転

芝
（日本橋） 富　山　　　洋 105-0004 港区新橋4-31-6

　グランデ新橋ビル2F 03-6667-0230 03-3432-2220 事務所移転
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入会、事務所移転、住居表示・電話・FAX等の変更、訂正
支部名 氏　　　名 郵便番号 税理士事務所 電　話 ＦＡＸ 備　　考

芝 和　田　奈穂子 105-0004
港区新橋4-31-6
　グランデ新橋3階
　　税理士池田秀樹事務所

03-6435-7720 03-6435-7725 事務所移転

四　谷 會　田　　　薫 160-0017 新宿区左門町6-7
　鯉江ビル402号 03-3351-5925 03-6457-8517 事務所移転

四　谷
（本　郷） 石　崎　　　宏 162-0821 新宿区津久戸町4-1

　ASKビル3階 03-5206-5702 03-5206-5703 事務所移転

四　谷
（新　宿） 桑　名　道　男 162-0067 新宿区富久町16-8

　新宿ユニオンビル201号室 090-3060-3382 03-6379-2237 事務所移転

麻　布 西　村　國　之 107-0052 港区赤坂6-10-8 03-3583-7929 03-3289-8839 事務所移転

上　野 小　林　八　郎 110-0015 台東区東上野2-8-1
　ウインドミルビル2階 03-5846-8001 03-5846-8002 事務所移転

上　野 築　城　尚　志 110-0015 台東区東上野2-8-1
　ウインドミルビル2階 03-5830-6022 03-5830-6022 事務所移転

上　野 和　氣　　　隆 110-0015 台東区東上野1-28-9
　キクヤビル2F 080-6523-1956 事務所移転

浅　草 永　江　憲　一 111-0051 台東区蔵前2-4-3
　蔵前永谷ビル2階F号室 03-3863-4336 03-3863-4336 事務所移転

北　沢
（神　田） 大　関　　　均 157-0062 世田谷区南烏山6-29-1

　クオーレ･フェリーチェ302 03-6279-5248 03-6279-5249 事務所移転

目　黒 稲　葉　　　啓 153-0051 目黒区上目黒1-26-1
　中目黒アトラスタワー311 03-6452-3973 03-6452-3974 事務所移転

渋　谷 早　田　仁　憲 150-0047 渋谷区神山町13-4-101 03-6804-8278 03-6804-8257 事務所移転

王　子
（上　野） 小野寺　壽　雄 115-0055 北区赤羽西1-1-13

　コンフォルトナルミセカンド303 03-6908-1261 03-6908-1262 事務所移転

王　子
（上　野） 田　島　　　孝 114-0022 北区王子本町1-23-1-502 03-6802-7545 03-6802-7608 事務所移転

江戸川 小　林　義　明 132-0033 江戸川区東小松川3-36-16
　小林関根合同税理士法人 03-3654-2266 03-3654-1186 事務所名変更

江東西
（麻　布） 原　　　武　彦 135-0002 江東区住吉1-14-10 090-5406-2521 事務所移転

八王子 岩　澤　和　行 192-0041 八王子市中野上町4-17-9 042-624-6158 042-615-3556 事務所移転

日　野
（麹　町） 吉　田　和　久 206-0033

多摩市落合1-15-2
　多摩センタートーセイビル4階
　　さきがけ税理士法人

042-313-8364 042-313-8365 事務所移転

武蔵府中 鹿　野　浩　一 182-0024 調布市布田1-26-10
　ニビックビル3階 042-444-0582 042-444-0583 事務所移転

武蔵府中
（四　谷） 中　村　　　求 201-0005 狛江市岩戸南1-6-1-414 03-3430-2311 03-3430-2311 事務所移転

神奈川県
（川崎南） 清　水　春　雄 212-0016 川崎市幸区南幸町2-10

　第一シノザキビル304 044-533-0321 044-330-0492 事務所移転

神奈川県
（藤　沢）
（日本橋）

鳴　海　悠　祐 251-0032 藤沢市片瀬1-3-5 0466-24-5689 0466-24-5689 事務所移転

千葉西
（麹　町） 鈴　木　秀　明 275-0026 習志野市谷津1-18-47

　ライオンズマンション津田沼第5-102号 047-409-1446 047-455-8303 事務所移転

東金・茂原 川　口　美千男 283-0005 東金市田間1-22-2 090-7806-9131 0475-52-5348 FAX変更

特別会員
（その他） 柴　田　泰　志 333-0866 川口市芝4-9-3 048-487-9778 048-487-9778 事務所移転

特別会員
（その他） 遠　山　優　里 920-1158 金沢市朝霧台2-61 050-5326-1340 03-4586-7211 事務所移転

業務廃止（特別会員）
支部名 氏　　　名 備　　考 支部名 氏　　　名 備　　考 支部名 氏　　　名 備　　考
特別会員
（上　野） 伊　関　泰　明 業務廃止 特別会員

（玉　川） 木　下　文　男 業務廃止 特別会員
（京　橋） 早　瀬　　　章 業務廃止
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訃報は、事務局が把握した都度ホームページにアップしております。
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　会員の皆様の慶事、弔事（家族を含む）、傷病、被災の場合は、すみやかに所属支部の支部長並びに事務局まで
ご連絡ください。 電話（５８３３）１３００　桜友会事務局　
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る
場
所
は
北
海
道
の

東
部
に
限
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
ヒ
シ
ク
イ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
、
ミ
コ
ア
イ
サ
、
ア
オ
サ
ギ
、
カ

モ
類
の
多
数
の
渡
り
鳥
、 

そ
れ
を
狙
う
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
と
い

っ
た
猛
禽
類
の
野
鳥
が
見
ら
れ
る
と
な
る
と
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
に

と
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
。

　
「
新
日
本
の
探
鳥
地
」（
文
一
総
合
出
版
）
と
い
う
本
と
鳥
の
図
鑑
を

見
比
べ
な
が
ら
季
節
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
珍
し
い
鳥
を
求
め
て
あ
ち
こ

ち
出
か
け
て
み
る
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

き
っ
と
う
ま
く
写
真
に
収
め
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
鳥
か
ら
見
れ
ば

殺
気
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
っ
と
も
現
れ
て
く
れ
ず
、
む
し
ろ
何

も
考
え
ず
に
歩
い
た
り
、
車
を
走
ら
せ
る
と
鳥
が
抱
卵
し
て
い
る
の
を

見
か
け
た
り
、
珍
し
い
鳥
が
木
の
上
に
い
る
の
を
見
か
け
た
り
、
親
子

で
歩
い
て
た
り
、
目
の
前
を
通
り
抜
け
た
り
し
て
姿
を
現
し
不
思
議
な

も
の
で
あ
る
。

　

今
年
も
懲
り
ず
に
登
山
を
し
て
山
の
中
歩
い
た
り
、
森
の
中
を
歩
い

た
り
、
川
下
り
を
し
た
り
、
海
鳥
を
探
し
に
船
に
乗
っ
た
り
、
極
寒
の

雪
の
中
を
歩
い
た
り
し
て
鳥
を
探
し
、
見
た
い
と
思
っ
た
鳥
の
写
真
を

数
枚
撮
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
き
れ

い
に
写
っ
て
い
な
く
て
も
満
足
し
て
い
る
自
分
に
気
が
付
い
た
。

�

（
Ｓ
・
Ｈ
）

〇�　

桜
友
も
２
ヶ
月
に
一
回
の
発
行
と
な
り
、
ゆ
と
り
が
で
き
た
の
は
良

い
が
、
健
忘
症
か
ら
か
校
正
が
奇
数
月
か
偶
数
月
か
と
迷
う
と
と
も
に
、

こ
の
編
集
後
記
も
期
限
に
や
や
遅
れ
て
書
い
て
い
ま
す
。

○�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
下
火
と
な
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ
ド
ス

事
務
局
長
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
も
近
い
と
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
も
本
当
に
こ
の
第
７
波
で
解
放
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は

り
、
国
民
の
大
半
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
か
罹
患
に
よ
り
免
疫
を
獲
得
す

る
こ
と
で
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
を
持
つ
と
と
も
に
、
罹
患
し
た
時
に

処
方
さ
れ
る
治
療
薬
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
タ
ミ
フ
ル
の
よ
う
な
薬
）

が
で
き
、
２
類
相
当
か
ら
５
類
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
格
下
げ
さ
れ
な
け

れ
ば
、
以
前
の
よ
う
な
安
心
し
た
生
活
は
送
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○�　

季
節
は
確
実
に
夏
か
ら
秋
に
移
り
、
日
照
時
間
も
短
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
こ
の
時
期
に
な
る
と
残
さ
れ
た
人
生
を
重

ね
合
わ
せ
る
日
々
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
芸
術
、
食
欲
等
の
秋
を
満
喫

し
て
、
有
意
義
な
時
を
送
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
山
邉
廣
重
）
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